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中
国
古
代
文
明
の
成
立
（
秦
漢
帝
国
）
は
、
伝
統
中
国
の
基
礎
で
あ
る
が
、
そ
の
制
度
や
漢
字
文
化
・
情
報
技
術
の
あ
り
方
は
東
ア
ジ

ア
の
古
代
日
本
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
し
か
し
東
ア
ジ
ア
の
出
土
資
料
研
究
で
は
、
共
通
の
視
点
を
も
つ
必
要
性
が
認
め
ら
れ
な

が
ら
、
①
中
国
と
日
本
で
は
年
代
と
地
域
に
大
き
な
開
き
が
あ
る
こ
と
、
②
中
国
の
簡
牘
・
帛
書
の
時
代
と
、
韓
国
・
日
本
古
代
の
紙
・

木
併
用
の
時
代
で
は
、
出
土
資
料
の
形
態
と
内
容
が
違
う
こ
と
、
③
各
分
野
の
関
心
に
よ
っ
て
主
題
が
異
な
る
な
ど
の
制
約
が
指
摘
さ

れ
て
い
る（

１
）。
と
く
に
中
国
と
日
本
の
各
分
野
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
に
よ
っ
て
主
題
が
異
な
り
、
そ
の
成
果
も
精
緻
で
蓄
積
が
多
い
た

め
、
全
体
的
な
展
望
が
み
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
中
国
の
歴
史
学
で
は
、
西
北
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
漢
簡
と
、
古
墓
か
ら
出
土

し
た
律
令
に
よ
る
法
制
史
と
文
書
行
政
が
主
流
で
あ
り
、
思
想
史
や
出
土
文
献
学
の
分
野
で
は
、
長
江
流
域
の
古
墓
か
ら
出
土
し
た
書
籍

を
中
心
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
日
本
古
代
の
木
簡
と
は
接
点
が
少
な
く
、
む
し
ろ
紙
の
文
書
や
典
籍
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
中

国
で
は
、
紙
と
木
簡
を
併
用
す
る
時
代
の
状
況
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
東
ア

ジ
ア
交
流
史
を
描
く
こ
と
に
は
困
難
が
あ
る
。
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二

　

そ
こ
で
愛
媛
大
学
の
「
古
代
東
ア
ジ
ア
の
出
土
資
料
と
情
報
伝
達
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
平
成
十
七
年
度
～

二
十
二
年
度
）
で
は
、
中
国
古
代
の
出
土
資
料
の
機
能
と
情
報
伝
達
の
あ
り
方
を
原
型
と
し
、
そ
れ
を
古
代
日
本
の
文
字
資
料
と
比
較
し

な
が
ら
、
古
代
国
家
と
社
会
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た（

２
）。

こ
こ
で
は
出
土
資
料
の
機
能
を
重
視
し
、
共
通
の
視
点
と
し
て

「
情
報
伝
達
」（
発
信
と
受
容
）
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
設
定
し
た
。
そ
の
問
題
は
、
大
き
く
三
つ
に
区
分
し
た
。
す
な
わ
ち
（
１
）
後
世

で
は
紙
に
変
化
す
る
文
書
の
伝
達
と
、
書
籍
の
普
及
、（
２
）
文
書
の
伝
達
に
と
も
な
う
情
報
処
理
、
簡
牘
や
木
簡
の
機
能
、（
３
）
交
通

と
社
会
に
お
け
る
情
報
伝
達
の
あ
り
方
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
と
く
に
重
視
し
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
に
研
究
が
少
な
い
（
２
）（
３
）
の
実

態
で
あ
る
。
そ
し
て
中
国
出
土
資
料
に
み
え
る
情
報
伝
達
を
原
型
と
し
て
、
そ
の
原
理
が
三
国
時
代
よ
り
以
降
の
隋
唐
時
代
と
、
韓
国
、

日
本
古
代
の
情
報
伝
達
の
あ
り
方
に
影
響
し
た
と
い
う
仮
説
を
想
定
し
た
。
中
国
古
代
史
の
分
野
で
は
、
戦
国
、
秦
漢
時
代
の
簡
牘
に
み

え
る
機
能
を
通
じ
て
、
国
家
と
社
会
シ
ス
テ
ム
の
実
態
を
考
察
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

　

そ
の
一
部
と
し
て
、
私
は
『
中
国
古
代
国
家
と
社
会
シ
ス
テ
ム
─
長
江
流
域
出
土
資
料
の
研
究
』（
二
〇
〇
九
年
）
や
、
い
く
つ
か
の

論
文
を
公
表
し
、
二
〇
〇
八
年
と
二
〇
〇
九
年
に
は
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
、
台
湾
の
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
で
漢
簡
を
実
見

し
て
、
新
た
な
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た（

３
）。

し
か
し
こ
れ
ら
は
初
歩
的
な
考
察
で
あ
り
、
ま
だ
多
く
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
本
稿

で
は
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
ふ
ま
え
、
ま
ず
日
本
の
中
国
簡
牘
研
究
の
状
況
を
整
理
し
、
つ
ぎ
に
漢
代
地
方
の
文
書
逓
伝
と
郵
書
記
録
を
考

察
し
て
み
た
い
。

　

一　

中
国
簡
牘
の
文
書
、
簿
籍
と
記
録

　

中
国
出
土
資
料
の
発
見
と
研
究
に
は
、
い
く
つ
か
の
段
階
が
あ
る
。
そ
れ
は
駢
宇
騫
・
段
書
安
編
著
『
二
十
世
紀
出
土
簡
帛
概
述
』



三

（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）、
胡
平
生
・
李
天
虹
『
長
江
流
域
出
土
簡
牘
与
研
究
』（
湖
北
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）、
朱
淵
清

『
再
現
的
文
明
：
中
国
出
土
文
献
与
伝
統
学
術
』（
華
東
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）、
朱
淵
清
著
、
高
木
智
見
訳
『
中
国
出
土
文

献
の
世
界
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
六
年
）、
浅
野
裕
一
・
湯
浅
邦
弘
編
『
諸
子
百
家
〈
再
発
見
〉
―
掘
り
起
こ
さ
れ
る
古
代
中
国
思
想
』

（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
に
よ
っ
て
、
長
江
流
域
と
西
北
辺
境
の
出
土
資
料
の
概
略
が
わ
か
る（

４
）。

　

そ
の
段
階
は
、
一
に
、
二
十
世
紀
の
初
め
か
ら
一
九
四
九
年
の
新
中
国
の
成
立
ま
で
は
、
伝
世
の
石
刻
・
青
銅
器
、
殷
墟
の
甲
骨
の
ほ

か
、
敦
煌
漢
簡
と
居
延
漢
簡
の
発
見
を
画
期
と
し
て
簡
牘
の
研
究
が
始
ま
っ
た
。
二
に
、
新
中
国
の
成
立
か
ら
一
九
六
〇
年
代
に
は
、
侯

馬
盟
書
や
戦
国
楚
簡
の
発
見
が
あ
っ
た
が
、
楚
簡
で
は
副
葬
品
の
リ
ス
ト
に
あ
た
る
遣
策
を
の
ぞ
い
て
、
そ
の
理
解
や
研
究
は
十
分
に

は
進
ん
で
い
な
い
。
七
〇
年
代
に
は
、
銀
雀
山
竹
簡
、
居
延
新
簡
、
馬
王
堆
帛
書
、
睡
虎
地
秦
簡
な
ど
著
名
な
発
見
が
あ
り
、
数
量
も

大
き
く
増
加
し
た
。
し
か
し
報
告
書
や
写
真
版
、
釈
文
の
刊
行
が
遅
れ
た
も
の
も
あ
り
、
研
究
の
進
展
に
は
相
違
が
み
ら
れ
る
。
三
に
、

一
九
八
〇
年
代
～
九
〇
年
代
に
は
新
た
な
発
見
と
研
究
の
進
展
が
み
ら
れ
る
。
八
〇
年
代
に
は
、
江
陵
張
家
山
漢
簡
、
天
水
放
馬
灘
秦
墓

簡
牘
な
ど
の
資
料
が
出
土
し
、
包
山
楚
簡
の
発
見
は
、
楚
文
字
・
楚
簡
の
研
究
を
進
展
さ
せ
た
。
戦
国
時
代
の
思
想
文
献
で
は
、
九
三
年

の
郭
店
楚
墓
竹
簡
と
、
九
四
年
に
購
入
さ
れ
た
上
海
博
物
館
所
蔵
の
戦
国
楚
簡
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
九
〇
年
代
に
は
、
敦
煌
懸
泉

置
の
漢
簡
や
、
長
江
流
域
の
秦
簡
や
漢
簡
の
出
土
が
あ
る
。
四
に
、
二
十
世
紀
末
～
二
十
一
世
紀
に
か
け
て
は
、
一
九
九
六
年
に
湖
南
省

長
沙
市
の
井
戸
か
ら
三
国
呉
簡
が
発
見
さ
れ
て
以
降
、
数
量
と
内
容
と
も
に
出
土
資
料
が
急
増
し
た
。
こ
の
二
十
世
紀
の
総
括
と
三
国

呉
簡
の
研
究
は
、
二
〇
〇
一
年
に
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
長
沙
市
文
物
考
古
研
究
所
編
『
長
沙
三
国
呉
簡
曁
百
年
来
簡
帛
発
現
与

研
究
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
五
年
）
で
概
略
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
二
十
一
世
紀
は
、
長
江
流
域

の
出
土
資
料
と
西
北
の
漢
簡
な
ど
を
ふ
く
め
、
総
合
的
で
本
格
的
な
研
究
が
進
む
時
代
と
い
え
よ
う
。
そ
の
た
め
中
国
で
は
、
簡
牘
文
書

学
、
簡
帛
学
、
出
土
文
献
学
な
ど
の
名
称
に
よ
っ
て
、
新
し
い
学
問
分
野
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
る（

５
）。

漢
代
地
方
の
文
書
逓
伝
と
郵
書
記
録
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こ
の
よ
う
な
中
国
簡
牘
は
、
す
で
に
王
国
維
「
簡
牘
検
署
考
」（
一
九
一
四
年
、
王
国
維
原
著
、
胡
平
生
・
馬
月
華
校
注
『
簡
牘
検
署

考
校
注
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
で
名
称
や
形
態
に
関
す
る
考
証
を
し
て
い
る
が
、
日
本
で
紹
介
さ
れ
た
最
初
の
契
機
と
な

る
の
は
、
大
庭
脩
『
木
簡
』（
学
生
社
、
一
九
七
九
年
）
と
、
同
「
中
国
簡
牘
研
究
の
現
状
」（『
木
簡
研
究
』
創
刊
号
、
一
九
七
九
年
）

で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
の
研
究
者
に
対
し
て
中
国
簡
牘
を
総
括
し
て
い
る
が
、
同
時
に
出
土
情
況
や
内
容
区
分
に
関
す
る
出
発
点
で
あ
っ

た
と
お
も
う
。
そ
の
後
、
大
庭
脩
氏
は
『
秦
漢
法
制
史
の
研
究
』（
創
文
社
、
一
九
八
二
年
）、
同
『
木
簡
学
入
門
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、

一
九
八
四
年
）
な
ど
を
通
じ
て
、
さ
ら
に
簡
牘
を
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る（

６
）。
ま
た
大
庭
脩
編
著
『
木
簡
【
古
代
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】』

（
大
修
館
書
店
、
一
九
九
八
年
）
は
、
日
中
の
比
較
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

　

大
庭
脩
氏
は
、
西
北
フ
ィ
ー
ル
ド
の
木
簡
と
、
長
江
流
域
に
多
い
墓
中
の
木
簡
を
区
分
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
出
土
の
木

簡
は
、
行
政
文
書
と
簿
籍
が
多
く
、
基
本
的
に
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。
墓
中
の
木
簡
は
、
意
識
的
に
埋
め
ら
れ
た
遣
策
や
書
籍
、
占

い
な
ど
で
、
両
者
の
性
格
の
違
い
を
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
古
墓
の
資
料
は
、
睡
虎
地
秦
簡
や
張
家
山
漢
簡
な
ど
を
の
ぞ
い
て
、
あ
ま
り
歴

史
研
究
の
史
料
に
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
。
簡
牘
の
形
で
は
、
牘
、
冊
書
、
觚
、
検
、
封
泥
、
楬
、
符
、
削
り
屑
な
ど
を
説
明
さ
れ
、
冊
書

を
復
元
す
る
方
法
や
、「
冥
土
へ
の
旅
券
」
と
名
づ
け
た
告
地
策
と
漢
代
の
通
行
証
を
比
較
し
て
い
る
。

　

永
田
英
正
氏
は
『
居
延
漢
簡
の
研
究
』（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
九
年
）、
同
「
簡
牘
の
古
文
書
学
」（『
近
江
歴
史
・
考
古
論
集
』
滋
賀

大
学
教
育
学
部
歴
史
学
研
究
室
、
一
九
九
六
年
）
な
ど
で
、
大
庭
脩
氏
と
は
少
し
視
点
を
変
え
て
中
国
簡
牘
学
を
総
括
し
て
い
る
。
こ
こ

で
は
フ
ィ
ー
ル
ド
の
木
簡
と
、
古
墓
の
資
料
の
区
分
と
位
置
づ
け
は
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
大
庭
脩
氏
が
文
書
と
冊
書
の
復
元
を

中
心
と
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
そ
れ
で
は
残
り
の
多
く
の
木
簡
が
使
用
で
き
な
く
な
る
と
い
う
。
そ
こ
で
森
鹿
三
氏
が
簿
籍
の
復
元
を
さ

れ
、
M
・
ロ
ー
ウ
ェ
氏
が
冊
書
の
総
合
的
復
元
を
試
み
た
方
法
を
継
承
し
て
、
さ
ら
に
「
簡
牘
の
古
文
書
学
」
を
提
唱
さ
れ
て
い
る（

７
）。

こ

れ
は
簿
籍
を
集
成
し
た
あ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
簿
籍
は
送
り
状
を
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宛
名
が
あ
る
文
書
（
も
ん
じ
ょ
）
に
な
る
こ



五

と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
漢
簡
の
断
簡
は
、
漢
代
の
文
書
行
政
の
な
か
で
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
永
田
氏
は
、
居

延
漢
簡
は
軍
政
系
統
の
辺
境
防
衛
施
設
の
資
料
で
あ
る
が
、
文
書
行
政
の
方
法
は
、
内
郡
の
民
政
系
統
で
も
同
じ
で
あ
り
、
そ
の
基
礎
は

最
末
端
機
関
の
県
と
、
県
レ
ベ
ル
の
候
官
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
た
。

　

一
方
、
こ
の
時
期
に
は
中
国
思
想
史
な
ど
の
分
野
で
、
古
墓
の
書
籍
を
中
心
と
す
る
考
察
が
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
歴
史
学
の
ほ
う
で
は

あ
ま
り
注
目
さ
れ
ず
、
共
通
す
る
問
題
の
接
点
は
少
な
か
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
中
国
古
代
史
研
究
で
は
、
西
北
フ
ィ
ー
ル
ド
の
木
簡
と
、
墓
中
の
木
簡
と
い
う
区
分
の
な
か
で
、
と
く
に
敦
煌
・
居

延
漢
簡
と
古
墓
の
睡
虎
地
秦
簡
、
張
家
山
漢
簡
を
中
心
と
し
た
法
制
史
と
文
書
行
政
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
官
文
書
制
度

（
様
式
と
分
類
、
内
容
）
と
歴
史
研
究
で
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
古
文
字
や
中
国
思
想
史
で
は
、
古
墓
の
書
籍
な

ど
が
研
究
の
中
心
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
多
く
の
成
果
が
あ
る
。
し
か
し
日
本
で
紹
介
さ
れ
た
内
容
は
、
多
く
が
中
国
簡
牘
を
使
っ
た
歴
史

学
と
思
想
史
の
研
究
で
あ
り
、
簡
牘
そ
の
も
の
の
機
能
を
分
析
し
た
研
究
は
少
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
中
国
簡
牘
と
日
本
古
代
木
簡
と
は
性

格
が
異
な
る
と
い
う
印
象
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
一
因
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
漢
代
で
は
紙
が
書
写
材
料
と
し
て
普
及
し
て
お
ら
ず
、
す

べ
て
が
竹
簡
・
木
簡
な
ど
に
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
日
本
古
代
の
よ
う
に
紙
と
併
用
時
代
の
木
簡
と
共
通
す
る
要
素
が
少
な
い
と
み
な
さ

れ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
し
か
に
古
墓
の
書
籍
は
、
竹
簡
・
帛
書
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
将
来
は
紙
の
書
籍
と
な
る
性
質
を
持
っ
て
い
る
。

ま
た
文
書
本
体
の
様
式
と
、
冊
書
や
簿
籍
の
復
元
は
、
日
本
古
代
で
は
紙
文
書
の
研
究
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
文
書
と
簿

籍
、
簡
牘
・
帛
書
の
書
籍
は
、
日
本
古
代
の
木
簡
と
の
接
点
は
少
な
い
。

　

た
だ
し
日
本
古
代
木
簡
と
共
通
す
る
中
国
簡
牘
の
形
態
で
は
、
す
で
に
注
目
す
べ
き
視
点
が
み
え
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
、
角
谷
常

子
「
秦
漢
時
代
の
簡
牘
研
究
」（『
東
洋
史
研
究
』
五
五
︱
一
、
一
九
九
六
年
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
大
庭
脩
氏
な
ど
の
研
究
を
継
承
し
て
、

簡
牘
の
形
態
と
書
法
に
注
目
し
、
文
書
の
作
成
か
ら
発
信
に
至
る
手
続
き
や
、
受
信
と
そ
の
処
理
の
過
程
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た（

８
）。

漢
代
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方
の
文
書
逓
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と
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も
う
一
つ
は
、
籾
山
明
「
刻
歯
簡
牘
初
探
─
漢
簡
形
態
論
の
た
め
に
」（『
木
簡
研
究
』
一
七
、
一
九
九
五
年
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
刻
歯

を
も
つ
簡
牘
の
形
態
か
ら
、
紙
と
併
用
さ
れ
る
時
代
の
割
符
と
の
共
通
点
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
共
通
点
を
、
さ
ら
に
日
本
古

代
木
簡
と
対
比
さ
せ
、
そ
の
特
徴
を
体
系
的
に
明
ら
か
に
す
る
ま
で
は
進
ま
な
か
っ
た
。

　

結
局
、
日
本
の
中
国
古
代
史
研
究
で
は
、
宛
名
が
あ
る
冊
書
の
文
書
と
簿
籍
、
単
独
簡
、
付
札
（
単
独
簡
の
検
、
楬
な
ど
）、
通
行
証

な
ど
に
注
目
し
て
お
り
、
中
国
簡
牘
・
帛
書
の
紹
介
が
、
直
接
的
に
日
本
古
代
の
木
簡
研
究
と
リ
ン
ク
す
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
と
い
え

よ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
木
簡
学
会
編
『
日
本
古
代
木
簡
集
成
』
総
説
（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
）
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
三

区
分
で
木
簡
研
究
を
整
理
し
て
い
る
（
項
目
の
順
序
は
、
入
れ
か
え
て
い
る
）。

　

Ⅰ　

文
書
木
簡
：

　
　

１　

様
式
別
文
書
木
簡
（
詔
・
勅
旨
、
奏
、
啓
、
解
、
移
、
符
、
国
符
、
郡
符
、
牒
、
宣
、
召
文
、
進
上
状
、
返
抄
、
請
、
そ
の
他

　
　
　

の
文
書
）

　
　

２　

記
録
関
係
木
簡
（
記
録
、
日
記
、
伝
票
、
宿
直
、
門
の
警
備
・
食
料
支
給
、
出
挙
）

　
　

３　

内
容
・
用
途
別
木
簡
（
考
課
、
銭
、
告
地
札
、
人
名
札
、
画
指
、
禁
制
・
制
止
、
文
書
軸
、
文
書
函
、
封
緘
、
神
祇
・
仏
教
、

　
　
　

経
典
出
納
記
録
、
物
忌
札
・
蘇
民
将
来
札
、
呪
符
）

　

Ⅱ　

荷
札
木
簡
（
国
別
荷
札
木
簡
）

　

Ⅲ　

そ
の
他
の
木
簡
：
和
歌
・
漢
詩
、
鳴
・
左
・
安
・
上
・
下
、
坪
付
・
サ
イ
コ
ロ
・
将
棋
の
駒
、
付
札
、
習
書
、
音
義
木
簡
・
万
葉

　
　

仮
名
、
そ
の
他

　

そ
し
て
今
後
の
課
題
と
し
て
、
機
能
を
重
視
し
た
分
類
や
、
中
国
・
朝
鮮
半
島
の
木
簡
と
の
比
較
検
討
、
国
語
学
と
の
共
同
研
究
の
必



七

要
性
を
あ
げ
て
い
る
。
近
年
で
は
、
中
国
簡
牘
と
の
比
較
よ
り
も
、
む
し
ろ
韓
国
の
木
簡
と
の
関
連
性
が
注
目
さ
れ
て
い
る（
９
）。
し
か
し
中

国
簡
牘
と
日
本
古
代
木
簡
と
の
比
較
は
、
別
の
視
点
か
ら
み
れ
ば
、
そ
の
両
者
の
接
点
が
み
え
て
く
る
と
お
も
う
。
そ
の
一
つ
は
、
簡
牘

の
機
能
と
、
社
会
に
お
け
る
情
報
伝
達
を
考
察
す
る
視
点
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
う
少
し
説
明
し
て
み
よ
う
。

　

拙
著
『
中
国
古
代
国
家
と
社
会
シ
ス
テ
ム
』
の
序
章
と
終
章
で
は
、
図
１
の
よ
う
に
、
県
レ
ベ
ル
の
地
方
官
府
と
周
辺
社
会
を
モ
デ
ル

と
し
て
、
簡
牘
・
帛
書
の
機
能
を
想
定
し
て
い
る（

（1
（

。

　

ま
ず
長
江
流
域
の
井
戸
や
古
墓
か
ら
出
土
し
た
簡
牘
・
帛
書
や
、
西
北
辺
境
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
漢
簡
を
、
出
土
状
況
の
相
違
で
は

な
く
、
地
方
官
府
と
そ
の
周
辺
の
資
料
群
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
ら
は
基
本
的
に
地
方
で
出
土
し
た
簡
牘
で
あ
り
、
日
本
古

代
の
よ
う
に
宮
都
と
周
辺
遺
跡
の
木
簡
が
約
九
割
を
占
め
る
状
況
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
簡
牘
の
形
態
や
用
途
に
注
目
し
て
、
実

務
的
な
機
能
を
考
え
る
と
き
、
そ
こ
に
日
本
木
簡
と
比
較
す
る
接
点
が
見
い
だ
せ
る
と
お
も
う
。
こ
こ
で
は
（
１
）
受
信
や
発
信
し
た
公

文
書
は
、
中
央
や
上
級
官
府
と
関
連
す
る
資
料
で
あ
る
が
、
遺
跡
に
現
物
が
残
る
可
能
性
は
低
い
。
ま
た
官
府
の
周
辺
社
会
で
は
、
古
墓

に
副
葬
さ
れ
た
書
籍
な
ど
の
資
料
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
紙
の
文
書
と
書
籍
に
あ
た
る
。
一
方
、
地
方
官
府
で
は
、
行
政
文
書
に
も
と
づ
く

業
務
を
執
行
す
る
た
め
に
、（
２
）
文
書
を
伝
達
し
て
処
理
し
、
ま
た
実
務
を
お
こ
な
う
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
と
も
な
う
文
字
資
料
を
、

Ⅰ
情
報
処
理
の
控
え
、
実
務
記
録
と
み
な
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
文
書
や
物
品
の
付
属
品
と
し
て
、
Ⅱ
付
札
が
あ
り
、
文
字
や
技
術
を
習

得
す
る
た
め
に
、
Ⅲ
そ
の
他
の
資
料
（
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
削
衣
な
ど
）
が
あ
る
。
図
２
は
、
日
本
古
代
の
紙
文
書
と
木
簡
を
比
べ
な
が
ら
、

中
国
簡
牘
を
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
区
分
で
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
対
比
が
見
い
だ
せ
る
。

　

こ
れ
ま
で
古
墓
の
書
籍
は
、
思
想
史
や
古
文
献
の
成
立
に
関
す
る
資
料
で
あ
る
が
、
秦
律
や
漢
律
を
の
ぞ
い
て
、
あ
ま
り
歴
史
に
関
係

し
な
い
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
『
史
記
』
の
素
材
と
編
集
を
み
る
と
、
出
土
資
料
の
紀
年
や
系
譜
、
説
話
と
戦
国
故
事
な
ど
の
記

事
資
料
は
、
類
似
の
資
料
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る（

（1
（

。
た
だ
し
太
史
令
で
あ
っ
た
司
馬
遷
は
、
祭
祀
・
儀
礼
を
司
る
太
常
の
官
府
に
関
す
る

漢
代
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系
統
の
書
籍
を
多
く
利
用
し
、
丞
相
や
御
史
大
夫
、
廷
尉
、
大
司
農
に
関
す
る
文
書
や
記
録
が
少
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
丞
相

や
御
史
大
夫
、
廷
尉
、
大
司
農
に
関
す
る
資
料
は
、
公
文
書
に
あ
た
る
行
政
文
書
や
法
制
、
財
政
の
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
後
漢

時
代
に
班
固
が
編
纂
し
た
『
漢
書
』
で
は
、
紀
年
や
系
譜
、
記
事
資
料
の
ほ
か
に
、
行
政
文
書
や
法
制
、
財
政
の
資
料
が
ふ
く
ま
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
長
江
流
域
の
古
墓
の
書
籍
や
、
西
北
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
漢
簡
に
み
え
る
行
政
文
書
は
、
中
央
の
資
料
に
通
じ
る
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
が
一
つ
の
区
分
と
な
っ
て
歴
史
書
の
資
料
と
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
、（
１
）
古
墓
の
書
籍
と
遺
跡
か
ら
出
土
す
る

行
政
文
書
は
、『
史
記
』『
漢
書
』
な
ど
歴
史
書
の
素
材
に
関
連
す
る
資
料
で
あ
り
、
三
国
時
代
よ
り
以
降
に
は
紙
に
書
写
さ
れ
る
資
料
で

あ
る（

（1
（

。
こ
れ
が
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
な
る
。

　

つ
ぎ
に
公
文
書
を
発
信
・
受
信
し
た
控
え
や
、
冊
書
の
副
本
、
簿
籍
な
ど
は
、
文
書
行
政
の
な
か
で
理
解
さ
れ
、
そ
れ
に
と
も
な
う
記

録
も
、
古
文
書
の
一
部
と
す
る
考
え
が
あ
っ
た
。
し
か
し
宛
名
を
も
つ
文
書
の
ほ
か
に
、（
２
）
Ⅰ
文
書
の
抄
本
、
副
本
、
情
報
処
理
の

控
え
と
な
る
記
録
や
、
実
務
の
記
録
は
、
そ
れ
自
体
は
送
付
す
る
文
書
（
も
ん
じ
ょ
）
の
原
本
で
は
な
い
。
そ
れ
は
一
種
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
あ
た
る
記
録
で
あ
る
。
こ
れ
を
一
つ
の
区
分
と
す
れ
ば
、
日
本
古
代
の
Ⅰ
文
書
木
簡
に
対
応
す
る
内
容
を
も
っ
て
い
る
。
ま
た
Ⅱ
の

付
札
は
、
日
本
古
代
の
Ⅱ
荷
札
木
簡
に
通
じ
る
要
素
が
あ
り
、
Ⅲ
そ
の
他
の
簡
牘
が
、
日
本
古
代
の
Ⅲ
そ
の
他
の
木
簡
に
対
応
す
る
こ
と

は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
（
２
）
の
木
簡
と
木
牘
が
、
も
っ
と
も
日
本
古
代
木
簡
に
対
応
す
る
部
分
と

な
る
。
ま
た
後
世
で
い
え
ば
、
紙
と
木
簡
と
の
書
き
分
け
に
関
係
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
図
２
で
は
、
さ
ら
に
交
通
に
関
す
る
資
料
と
し
て
、（
３
）
通
行
証
と
な
る
伝
（
伝
信
）、
符
や
、
古
墓
に
副
葬
さ
れ
た
冥
土
へ

の
擬
制
文
書
で
あ
る
告
地
策
（
あ
る
い
は
告
地
書
）、
面
会
に
差
し
出
す
名
謁
、
書
信
な
ど
を
別
の
項
目
と
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、

李
均
明
『
秦
漢
簡
牘
文
書
分
類
輯
解
』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
で
は
、
通
行
証
で
あ
る
伝
を
「
書
類
」
と
し
て
、
詔
書
な
ど
の

文
書
と
同
じ
分
類
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
性
格
は
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
文
書
行
政
で
は
、
公
文
書
を
施
設
ご
と
に
順
次
逓
伝
す
る
伝
達
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図１：中国簡牘の機能と区分（地方官府とその周辺）

図２：中国簡牘と日本古代の木簡



一
〇

と
、
到
達
し
た
官
府
で
開
封
す
る
伝
達
方
法
が
あ
る
。
し
か
し
伝
や
符
は
、
官
府
で
発
給
さ
れ
、
文
書
の
用
語
や
書
式
は
よ
く
似
て
い
る

が
、
こ
れ
は
旅
行
で
往
来
す
る
人
々
が
自
ら
携
帯
す
る
証
明
書
で
あ
り
、
文
書
逓
伝
や
開
封
す
る
文
書
と
は
性
格
が
違
っ
て
い
る
。
ま
た

人
々
の
往
来
に
と
も
な
う
情
報
の
伝
達
は
、
も
う
一
つ
の
社
会
的
な
役
割
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
日
本
古
代
の
過
所
木
簡
な
ど
と
関
連

し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
区
分
か
ら
、
こ
れ
ま
で
歴
史
学
と
思
想
史
の
研
究
で
中
心
で
あ
っ
た
（
１
）
文
書
と
書
籍
は
、
日
本
古
代
で
は
紙
の
文

書
と
典
籍
に
対
応
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
古
代
木
簡
に
対
応
す
る
の
は
、（
２
）
Ⅰ
情
報
処
理
の
控
え
、
実
務

記
録
や
、
Ⅱ
付
札
、
Ⅲ
そ
の
他
の
簡
牘
、
そ
れ
と
交
通
に
関
す
る
簡
牘
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
中
国
の
簡
牘
全
体
、
す
な
わ
ち
簡
牘
・
帛

書
の
資
料
を
対
象
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
日
本
古
代
の
紙
（
文
書
学
、
典
籍
）
と
木
簡
学
を
あ
わ
せ
た
「
資
料
学
」
に
あ
た
る
こ
と
に

な
る
。
こ
の
意
味
で
、
中
国
簡
牘
と
日
本
古
代
木
簡
の
比
較
で
は
、（
２
）
情
報
処
理
の
控
え
、
実
務
記
録
や
、（
３
）
交
通
に
関
す
る
簡

牘
の
分
析
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
両
者
の
対
比
か
ら
み
れ
ば
、
中
国
簡
牘
の
一
部
が
紙
に
変
化
し
た
あ
と
も
、（
２
）
Ⅰ
、
Ⅱ
、
Ⅲ
と
、

交
通
に
関
す
る
簡
牘
で
は
、
木
簡
に
あ
た
る
機
能
を
残
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
紙
と
木
簡
の
併
用
の
時
代
に
、
新
た
な
簡
牘

の
機
能
が
追
加
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
多
く
は
漢
代
の
機
能
を
継
承
し
て
い
る
と
想
定
す
る
の
で
あ
る（

（1
（

。

　

し
か
し
簡
牘
の
機
能
が
重
要
な
の
は
、
日
本
古
代
木
簡
と
の
対
比
だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
歴
史
史
料
で
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
地

域
社
会
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
手
が
か
り
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、（
１
）
公
文
書
の
本
体
と
書
籍
は
、
中
央
と
関
連
す
る

資
料
で
あ
り
、『
史
記
』『
漢
書
』
な
ど
歴
史
書
の
素
材
と
関
連
す
る
こ
と
を
み
て
き
た
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
の
文
書
や
書
籍
の
情
報
は
、
歴

史
書
と
類
似
す
る
内
容
で
あ
る
。
し
か
し
日
本
古
代
木
簡
に
対
応
す
る
（
２
）
情
報
処
理
の
控
え
、
実
務
記
録
、（
３
）
交
通
に
関
す
る

簡
牘
は
、
文
献
で
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
地
方
官
府
の
運
営
を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
。
ま
た
文
献
史
料
よ
り
も
、
地
方
統
治
シ
ス
テ

ム
の
実
態
や
、
風
土
と
習
俗
が
異
な
る
地
域
社
会
の
交
流
を
、
も
っ
と
も
良
く
反
映
し
て
い
る
。
そ
こ
で
中
国
地
域
社
会
の
研
究
を
進
展



一
一

漢
代
地
方
の
文
書
逓
伝
と
郵
書
記
録

さ
せ
、
中
国
簡
牘
と
日
本
古
代
木
簡
を
対
比
さ
せ
る
た
め
に
は
、
と
く
に
（
２
）
の
簡
牘
の
機
能
と
、（
３
）
情
報
伝
達
の
実
態
が
注
目

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
想
定
は
、
さ
ら
に
具
体
的
な
事
例
の
検
証
が
必
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
居
延
漢
簡
と
懸
泉
漢
簡

に
よ
っ
て
、
漢
代
地
方
の
文
書
逓
伝
と
郵
書
記
録
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

　

二　

文
書
逓
伝
と
郵
書
記
録
の
見
解

　

漢
簡
に
み
え
る
文
書
伝
達
の
方
法
は
、
大
き
く
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
１
は
、
公
文
書
を
開
封
す
る
こ
と
な
く
、
各
施
設
に

逓
伝
す
る
方
法
で
あ
る
。
い
わ
ば
今
日
の
郵
便
の
機
能
で
あ
り
、
こ
の
と
き
郵
書
の
記
録
を
作
成
す
る
。
２
は
、
郡
や
県
の
官
府
に
伝
達

さ
れ
た
公
文
書
を
、
さ
ら
に
下
部
の
部
署
や
施
設
に
伝
達
す
る
方
法
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
受
け
取
っ
た
文
書
の
記
録
を
作
成
し
、
そ
の
あ

と
開
封
し
て
文
書
の
処
理
、
返
信
、
報
告
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
図
３
は
、
こ
の
伝
達
ル
ー
ト
を
敦
煌
郡
と
效
穀
県
、
懸
泉
置
を
例
と
し

て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
懸
泉
置
は
、
敦
煌
郡
の
效
穀
県
に
所
属
し
て
お
り
、
郵
駅
に
あ
た
る
文
書
逓
伝
と
宿
泊
に
関
す
る
施
設
で
あ

る（
（1
（

。
こ
れ
に
よ
れ
ば
長
安
か
ら
発
信
し
た
文
書
は
、
１
に
懸
泉
置
を
通
過
し
て
敦
煌
郡
に
逓
伝
さ
れ
る
。
２
の
方
法
で
は
、
一
度
は
懸
泉

置
を
通
過
し
て
西
の
敦
煌
郡
に
行
き
、
再
び
東
に
戻
っ
て
效
穀
県
に
伝
達
さ
れ
、
懸
泉
置
に
到
達
す
る
。
反
対
に
懸
泉
置
か
ら
效
穀
県
、

敦
煌
郡
に
発
信
さ
れ
た
文
書
は
、
同
じ
よ
う
に
懸
泉
置
を
通
過
し
て
長
安
に
行
く
こ
と
に
な
る
。
ま
た
２
の
場
合
は
、
①
冊
書
の
文
書
に

よ
る
ほ
か
に
、
②
觚
の
形
態
で
表
面
に
文
章
が
み
え
る
檄
を
伝
達
す
る
方
法
や
、
③
扁
書
と
し
て
掲
示
さ
れ
る
形
態
が
あ
る（

（1
（

。
こ
こ
で
は

文
書
伝
達
の
モ
デ
ル
を
基
礎
と
し
な
が
ら
、
漢
簡
に
み
え
る
地
方
官
府
の
文
書
伝
達
と
情
報
処
理
を
考
え
て
み
た
い
。

　

ま
ず
宛
名
と
差
出
人
を
記
し
た
文も

ん

書じ
ょ

の
逓
伝
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
見
解
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
永
田
英
正
『
居
延
漢
簡
の
研
究
』

第
Ⅰ
部
第
一
章
「
居
延
漢
簡
の
集
成
一
」（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
九
年
）
で
は
、
甲
渠
候
官
の
簿
籍
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
分
類
し
て
い
る（

（1
（

。



一
二

　

郵
書
逓
送
の
記
録
簿
（
表
紙
）

　

１
□
□
部
新
始
建
國
地
皇
上
戊
三
年
二
月  

郵
書
課 　
　
　

110.19

　

２
建
昭
五
年
三
月
臨
木
燧
郵
書
課　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

145.34

　

３
甲
渠
候
官
河
平
二
年
三
月
郵
書
□
　
　
　
　
　
　
　
　

227.14

　

郵
書
逓
送
の
記
録
簿
（
本
文
）
南
書
、
北
書

　

４
北
書
五
封　

夫
人　

其
一
封
肩
水
倉
長
印
詣
都
尉
府　

一
封
昭
武
長
印
詣
居
延

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
封

得
丞
印
詣
居
延　
　
　
　

一
封
氏
池
長
印
詣
居
延

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
封
居
延
左
尉
印
詣
居
延　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
月
庚
戌
日
出
七
分
呑
遠
卒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
分
付
不
侵
卒
受
王　
　
　

317.1

　

５
北
書
三
封
合
檄
板
檄
各
一　

其
三
封
板
檄
張
掖
大
守
章
詣
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
檄
牛
駿
印
詣
張
掖
大
守
府
牛
掾
在
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
月
庚
午
下
餔
七
分
臨
木
卒
副
受
卅
井
卒
弘
鷄
鳴
時
當
曲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

卒
昌
付
收
降
卒
福
界
中
九
十
五
里
定
行
八
時
三
分
疾
行
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
二
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

157.14

　

郵
書
逓
送
の
記
録
簿
（
本
文
）
に
つ
い
て
は
、
①
北
の
居
延
都
尉
府
か
ら
肩
水
都
尉
府
、
張
掖
太
守

府
へ
の
南
書
と
、
②
南
の
張
掖
太
守
府
、
肩
水
都
尉
府
か
ら
居
延
都
尉
府
に
送
ら
れ
る
北
書
の
郵
送

コ
ー
ス
に
区
分
し
て
い
る
。
そ
の
様
式
は
、
最
上
段
に
封
書
の
数
、
中
段
に
各
封
書
の
印
章
名
と
宛

図３：敦煌郡と懸泉置の伝達ルート



一
三

漢
代
地
方
の
文
書
逓
伝
と
郵
書
記
録

先
、
下
段
に
逓
送
の
月
日
、
時
刻
、
逓
送
者
名
を
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
４
の
形
式
を
各
中
継
点
で
の
記
録
と
し
、
５
の
形
式
は
、
所
要

時
間
を
記
し
て
お
り
、
中
継
点
を
総
合
し
た
区
間
の
記
録
と
す
る
。

　

こ
の
ほ
か
第
Ⅰ
部
第
三
章
「
簿
籍
簡
牘
の
諸
様
式
の
分
析
」
で
は
、
文
書
の
逓
伝
に
関
連
し
て
、
簿
籍
送
達
文
書
簡
を
あ
げ
て
い
る
。

　

６

酉
臨
木
燧
長
忠
敢
言
之
謹
移
郵
書
　
　
　
　
　
　
　

127.29

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
永
田
氏
は
、
郵
書
逓
送
の
記
録
簿
（
本
文
）
に
、「
郵
書
課
」
の
よ
う
な
表
紙
を
付
け
て
簿
籍
と
な
り
、
さ
ら
に
簿
籍

送
達
文
書
簡
に
み
え
る
報
告
書
に
な
る
と
み
な
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
送
付
を
示
す
の
が
「
謹
移
郵
書
…
…
」
の
文
で
あ
る
。
同

「
簡
牘
の
古
文
書
学
」（
一
九
九
六
年
）
で
は
、
全
体
的
な
簿
籍
作
成
の
手
順
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（

（1
（

。
ま
ず
燧
・
部
・

候
官
（
県
レ
ベ
ル
の
軍
事
系
統
施
設
）
が
作
成
す
る
簿
籍
の
な
か
に
、
郵
便
の
逓
送
の
記
録
簿
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
し
て
部
や
燧
で
は
、

生
の
記
録
を
全
て
候
官
に
提
出
す
る
が
、
候
官
で
は
作
成
し
た
全
て
の
簿
籍
を
都
尉
府
に
送
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
記
録
を
整
理
集
計
し

た
上
で
都
尉
府
に
報
告
し
た
と
推
測
し
て
い
る
。
そ
の
と
き
候
官
に
留
め
て
お
く
の
は
、
た
と
え
ば
文
書
の
発
信
や
受
信
の
記
録
簿
の
控

え
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
漢
代
で
は
、
複
数
様
式
の
簿
籍
に
よ
る
相
互
チ
ェ
ッ
ク
や
、
点
検
を
す
る
と
い
う
文
書
行
政
の
一
端
を
指
摘
さ

れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
李
均
明
『
秦
漢
簡
牘
文
書
分
類
輯
解
』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
は
、
郵
書
の
記
録
を
、
郵
書
刺
（
過
書
刺
）

と
郵
書
課
に
分
類
し
て
い
る（

（1
（

。

　

郵
書
刺
（
過
書
刺
）
は
、
郵
書
を
逓
伝
す
る
記
録
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
に
み
た
４
の
形
式
で
あ
る
。
上
欄
に
は
、
逓
伝
の
方
向
と
封
書

の
数
を
記
す
。
そ
の
方
向
は
、
エ
チ
ナ
河
流
域
で
は
南
書
・
北
書
で
あ
り
、
酒
泉
や
敦
煌
の
疏
勒
河
流
域
で
は
西
書
・
東
書
で
あ
る
。
中

欄
は
、
一
般
に
郵
書
の
種
類
（
書
や
詔
書
、
檄
な
ど
）
と
件
数
、
発
信
者
、
受
信
者
を
記
す
。
下
欄
は
、
主
に
逓
送
の
伝
達
ル
ー
ト
、
受

け
渡
し
の
時
間
、
そ
の
担
当
者
を
記
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
以
下
の
資
料
を
ふ
く
む
二
八
例
を
あ
げ
て
い
る
。



一
四

　

７
南
書
二
封
皆
都
尉
章
・
詣
張
掖
大
守
府
・
甲
校　

六
月
戊
申
夜
大
半
三
分
執
胡
卒
常
受
不
侵
卒
樂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

己
酉
平
旦
一
分
付
誠
北
卒
良　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

A8:49.22

＋185.3

　

８

都
尉
章
詣
張
掖
大
守
府　

二
月
辛
丑
夜
半
時
誠
北
卒
朐
受
呑
遠
卒
壽

　
　

令
印
詣
詣
張
掖
大
守
府　

雞
前
鳴
七
分
付
臨
木
卒
常　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

EPT52:52

　

９
北
書
二
封　

其
一
封
詣
居
延
騎
千
人　
　
　

五
月
戊
寅
下
餔
推
木
隊
卒
勝
有
受
三
十
井
誠

　
　
　
　
　
　
　

一
封
章
破
詣
□
□
趙
卿
治
所　

隊
卒
樊
隆
己
卯
蚤
食
五
分
當
曲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

卒
蔡
崇
付
居
延
收
降
亭
卒
尹
□
□　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

EPT59:156

　

郵
書
刺
（
過
書
刺
）
と
い
う
名
称
は
、
部
、
燧
の
単
位
に
よ
る
以
下
の
木
簡
が
あ
り
、
郵
書
や
過
書
の
記
録
を
簿
籍
に
し
た
と
推
測
さ

れ
る
。

　

10
・
呑
遠
部
建
昭
五
年
二
月
過
書
刺
（A8:135.14

）、・
誠
北
建
昭
五
年
二
月
過
書
刺
（A8:136.18

）

　
　

建
昭
元
年
三
月
過
書
刺
（A8:317.3

）、
臨
木
隧
建
始
二
年
二
月
郵
書
刺
（EPT51:391

）

　
　

・
呑
遠
部
建
昭
五
年
三
月
過
書
刺
（EPT52:72
）、・
不
侵
部
建
昭
元
年
八
月
過
書
刺
（EPT52:166

）

　

郵
書
課
の
形
式
は
、
郵
書
刺
と
同
じ
で
あ
る
が
、
文
末
に
多
く
は
里
程
と
所
要
時
間
、
あ
わ
せ
て
調
査
の
評
語
を
記
す
点
が
違
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
先
の
５
の
形
式
で
あ
り
、
以
下
の
資
料
を
ふ
く
む
二
四
例
が
あ
る
。

　

11

詣
張
掖
大
守
府　

正
月
戊
午
食
時
當
曲
卒
湯
受
居
延
收
降
卒
褒
下
餔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

臨
木
卒
護
付
誠

北
燧
卒
則
當
曲
□
□

北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
中
程　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

56.37

　

12
　

詣
橐
它
候
官　

正
月
戊
申
食
時
當
曲
卒
王
受
收
降
卒
敞
日
入



一
五

漢
代
地
方
の
文
書
逓
伝
と
郵
書
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

臨
木
卒
僕
付
卅
井
卒
得
界
中
八
十
里
定
行
五
時
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

及
行
三
時　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

EPT51:357

　

郵
書
課
の
名
称
と
、
そ
の
送
付
は
以
下
の
例
を
あ
げ
て
い
る
。

　

13
臨
木
部
建
武
八
年
閏
月
郵
書
課　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

EPT20:2

　

14
元
延
四
年
九
月
戊
寅
朔
戊
寅
不
侵
候
〔
長
〕
…
…
謹
移
八
月
郵
書
課
一
編
敢
言
之　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

EPT40:147 A

　
　

□
□
命
第
七
吏
即
日
下
餔
時
起　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

EPT40:147B

　

15
建
始
二
年
十
二
月
甲
寅
朔
甲
寅
臨
木
候
長
憲
敢
言
之
謹
移
郵
書
課
一
編
敢
言
之　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

EPT51:264

　

こ
れ
に
よ
る
と
李
均
明
氏
は
、
郵
書
の
記
録
を
二
つ
に
分
け
な
が
ら
、
基
本
的
に
は
永
田
氏
と
同
じ
よ
う
に
、「
記
録
の
本
文
」
─

「
郵
書
刺
（
過
書
刺
）、
郵
書
課
の
簿
籍
」
─
「
簿
籍
を
送
付
す
る
上
申
文
書
」
と
い
う
手
順
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

こ
れ
に
つ
づ
い
て
藤
田
高
夫
「
漢
代
西
北
辺
境
の
文
書
伝
達
」（『
古
代
東
ア
ジ
ア
の
情
報
伝
達
』
二
〇
〇
八
年
）
の
考
察
が
あ
る（

（1
（

。
こ

こ
で
は
上
記
資
料
の
ほ
か
、
以
下
の
パ
タ
ー
ン
を
あ
げ
て
い
る
。

　

16
南
書
一
封
居
延
都
尉
章　

詣
張
掖
大
守
府　

十
一
月
甲
子
夜
大
半
當
曲
卒
昌
受
收
降
卒
輔
辛
丑
蚤
食
一
分
臨
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

卒
□
付
卅
井
卒
弘
界
中
八
十
里
定
行
…
…
程
二
時
二
分　
　
　

317.27

　

17
官
去
府
七
十
里
書
一
日
一
夜
當
行
百
六
十
里
書
積
二
日
少
半
日
乃
到
解
何
書
到
各
推
辟
界
中

　
　

必
得
事
案
到
如
律
令
言
會
月
廿
六
日
會
月
廿
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

EPS4 T2:8 A

（
甲
渠
第
四
燧
）

　

藤
田
氏
は
、
甲
渠
候
官
で
は
所
轄
の
「
河
南
道
上
塞
」
を
通
過
す
る
文
書
逓
送
を
、
各
部
か
ら
の
報
告
を
も
と
に
厳
密
に
管
理
し
た
と

し
て
、157.14

簡
（
５
）
と317.27

簡
（
16
）
を
チ
ェ
ッ
ク
の
事
例
と
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
木
簡
に
は
、
卅
井
─
臨
木
、
当
曲
─
収

降
の
四
つ
の
燧
名
が
あ
る
。
こ
の
二
回
の
文
書
付
受
の
時
刻
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
文
書
が
甲
渠
候
官
の
管
轄
に
入
っ
て
か
ら
出
て
い



一
六

く
ま
で
の
所
要
時
間
が
問
題
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
逓
送
記
録
に
は
、
①
受
け
渡
し
の
時
刻
と
当
事
者
を
記
し
た
も
の
と
、
②
そ
れ

に
加
え
て
逓
送
距
離
（
界
中
）・
規
定
時
間
（
当
行
）・
実
際
の
所
要
時
間
（
定
行
）
を
記
し
た
上
で
規
定
に
合
致
し
た
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
文
言
を
含
む
も
の
の
二
種
類
が
あ
る
が
、
両
者
と
も
に
文
書
逓
送
の
現
場
で
あ
る
部
で
作
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
候
官
に
送
ら
れ
た
と

推
定
す
る
。
た
だ
し
部
作
成
の
こ
れ
ら
の
記
録
は
、
各
部
の
管
轄
内
に
お
け
る
伝
達
記
録
で
あ
り
、
甲
渠
候
官
の
管
轄
地
域
全
体
を
と
お

し
て
の
記
録
お
よ
び
チ
ェ
ッ
ク
は
、
甲
渠
候
官
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
候
官
は
、
下
部
に
あ
る
部
で
作
成
さ
れ
た
記
録
に
も
と
づ
き
、
文
書
逓
伝
の
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
が
、

提
出
さ
れ
た
「
郵
書
課
」
に
よ
っ
て
郵
書
失
期
を
問
責
す
る
事
例
は
、
鵜
飼
昌
男
「
居
延
漢
簡
に
み
え
る
文
書
の
逓
伝
に
つ
い
て
」（『
史

泉
』
六
〇
、一
九
八
四
年
）
の
考
察
が
あ
る（

（2
（

。
こ
う
し
て
従
来
の
研
究
は
、
公
文
書
を
逓
伝
す
る
各
施
設
で
郵
書
の
記
録
（
郵
書
刺
、
過

書
刺
）
を
作
成
し
、
そ
れ
を
簿
籍
と
し
て
上
級
官
府
に
送
る
と
い
う
点
で
は
、
お
お
む
ね
一
致
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
郵
書
課
」
に
み
え

る
配
達
時
間
の
記
載
に
よ
っ
て
、
文
書
逓
伝
の
査
定
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
は
文
書
行
政
の
一
環
と
し
て
、
郵
書
の
記
録

を
位
置
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
問
題
と
な
る
の
は
、
文
書
逓
伝
の
実
務
が
、
駅
騎
や
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
郵
書
の
記
録
は
そ
れ

を
確
認
す
る
資
料
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
郵
書
記
録
は
、「
行
書
律
」
な
ど
の
法
令
規
定
に
よ
っ
て
文
書
逓
伝
の
実
務
に
対
す
る

資
料
で
あ
り
、
そ
れ
を
報
告
、
査
定
を
す
る
場
合
に
、
別
に
文
書
を
作
成
し
て
文
書
行
政
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
い
る（

（2
（

。
し
た
が
っ
て

文
書
逓
伝
の
運
営
で
は
、
文
書
行
政
の
文
書
と
、
実
務
に
関
す
る
記
録
を
分
け
て
考
え
る
べ
き
と
お
も
う
。

　

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
郵
書
記
録
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
区
別
が
あ
る
。

　
　

受
け
渡
し
の
記
録
：
「
Ａ
受
Ｂ
、
付
Ｃ
」「
Ａ
受
Ｂ
、
Ｃ
付
Ｄ
」

　
　

記
録
の
チ
ェ
ッ
ク
：
「
Ａ
受
Ｂ
、
Ｃ
付
Ｄ
」

　
　

冊
書
の
簿
籍
：
「
過
書
刺
」「
郵
書
刺
」「
郵
書
課
」
の
標
題



一
七

漢
代
地
方
の
文
書
逓
伝
と
郵
書
記
録

　

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
み
れ
ば
、
郵
書
の
受
け
渡
し
記
録
は
実
務
の
資
料
で
あ
り
、
現
物
を
保
存
し
た
も
の
で
あ
る
。
簿
籍
は
、
そ
れ

を
集
め
て
冊
書
に
整
理
し
た
段
階
で
は
、
ま
だ
記
録
の
資
料
で
あ
る
。
そ
れ
に
送
り
状
を
付
け
て
文
書
と
し
た
段
階
で
、
は
じ
め
て
宛
名

が
あ
る
文
書
と
な
る
。
文
書
逓
伝
の
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
郵
書
記
録
は
、
複
数
の
記
録
を
集
め
て
可
能
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
同
じ
木
簡
に

書
写
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
（
１
）
送
付
す
る
文
書
の
ほ
か
に
、（
２
）
実
務
の
記
録
、
簿
籍
と
い
う
二
つ
の
機
能
が
あ
る
。
こ
の
送

付
す
る
文
書
で
は
、
も
し
発
信
す
る
側
で
控
え
を
作
成
す
れ
ば
、
そ
れ
も
（
２
）
情
報
処
理
の
控
え
（
抄
本
、
副
本
）
と
な
る
。

　
（
１
）
送
付
す
る
文
書
（
冊
書
の
本
体
）

　
（
２
）
実
務
の
記
録
（
単
独
簡
）、
簿
籍
（
冊
書
）、
情
報
処
理
の
控
え
（
抄
本
、
副
本
）

　

こ
の
と
き
実
務
の
記
録
は
、
後
世
で
い
え
ば
木
簡
の
機
能
を
温
存
し
て
い
る
。
し
か
し
送
付
す
る
文
書
は
、
後
世
で
は
紙
に
変
わ
る
も

の
で
あ
る
。
ま
た
簿
籍
の
記
録
簡
と
、
送
付
文
書
の
情
報
処
理
の
控
え
は
、
木
簡
か
ら
し
だ
い
に
紙
写
本
に
移
行
す
る
機
能
を
も
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
文
書
逓
伝
を
め
ぐ
る
情
報
伝
達
を
み
る
と
、
居
延
漢
簡
に
は
、
木
簡
の
機
能
を
も
つ
（
２
）
実
務
の
記
録
と
、
木
簡
か

ら
紙
に
変
わ
る
簿
籍
と
情
報
処
理
の
控
え
、（
１
）
紙
文
書
に
あ
た
る
送
付
す
る
文
書
が
想
定
で
き
る
。
そ
し
て
遺
跡
に
残
る
大
部
分
の

簡
牘
は
、
実
務
の
記
録
、
簿
籍
と
、
情
報
処
理
の
控
え
で
あ
る
。
送
付
す
る
文
書
は
、
発
信
さ
れ
て
別
の
官
府
に
行
く
こ
と
か
ら
、
出
土

地
に
原
本
が
残
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
少
な
い
。
従
来
の
文
書
行
政
の
研
究
で
は
、
こ
の
送
付
す
る
文
書
（
冊
書
の
本
体
）
の
様
式
と
伝

達
ル
ー
ト
や
、
そ
こ
か
ら
み
え
る
法
制
史
を
主
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
い
た
。
し
か
し
日
本
古
代
木
簡
と
比
較
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
実
務
の

記
録
、
簿
籍
と
、
情
報
処
理
の
控
え
に
留
意
し
て
、
簡
牘
の
機
能
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
よ
り
有
効
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、

部
や
燧
で
は
実
務
の
郵
書
記
録
を
す
べ
て
上
級
の
候
官
に
提
出
し
て
、
記
録
や
控
え
を
保
存
し
て
い
な
い
と
い
う
点
も
、
出
土
資
料
の
増

加
を
ま
っ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。



一
八

　

三　

漢
代
地
方
の
文
書
逓
伝
と
郵
書
記
録

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
懸
泉
漢
簡
の
郵
書
記
録
が
追
加
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

（2
（

。
畑
野
吉
則
「
敦
煌
懸
泉
漢
簡
の
郵
書
記
録
簡
」（『
資

料
学
の
方
法
を
探
る
』
一
〇
、二
〇
一
一
年
）
は
、
こ
れ
ま
で
公
表
さ
れ
た
郵
書
記
録
の
一
〇
〇
余
点
を
集
成
し
て
、
そ
の
特
徴
を
整
理

し
て
い
る（

（2
（

。
以
下
の
例
は
、
郵
書
刺
、
過
書
刺
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
全
体
は
、
上
・
中
・
下
段
と
七
項
目
に
分
類
で
き
る
。

上
：
伝
達
方
向

中
：
文
書
の
内
容

下
：
時
刻
、
受
け
渡
し

１
出
／
入
、
２
西
／
東

３
書
／
檄

４
章
／
印

５
詣
某

６
年
月
日
、
時

７
受
／
付

　

18
出
東
書
四
封
敦
煌
大
守
章　

一
詣
勸
農
掾　

一
詣
冥
安　
　
　
　
　
　
　

一
詣
廣
至　

一
詣
淵
泉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
詣
勸
農
史　

一
詣
淵
泉
府
記
四
鮑
彭
印　

一
詣
冥
安　

一
詣
宜
禾
都
尉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
詣
廣
至　
　

合
檄
一
鮑
彭
印
詣
東
道
平
水
史
杜
卿　
　
　

 

（
上
中
段
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
始
五
年
四
月
丁
未
、
日
失
中
時
、
縣
泉
置
佐
忠
受
廣
至
廏

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
車
成
輔　
　
　
　
　
　
　

・
即
時
遣
車
成
輔
持
東　
　
　
　
　
　
　

 

（
下
段
）　　
　

Ⅱ
T0114②

:294

　

19
入
西
板
檄
二
冥
安
丞
印　

一
詣
樂
掾
治
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
詣
府　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
上
中
段
）

　
　
　
　
　
　
　
　

元
始
四
年
四
月
戊
午
縣
泉
置
佐
憲
受
魚
離
置
佐

卿　

即
時
遣
即　

行　

 

（
下
段
）　　
　

Ⅱ
T0214①

:125

　

懸
泉
置
は
、
文
書
逓
伝
の
大
き
な
中
継
地
で
あ
り（

（2
（

、
こ
こ
で
扱
う
文
書
は
書
と
檄
が
多
く
、
記
と
そ
の
他
が
一
部
に
あ
る
。
書
の
分
類

に
は
、
書
、
上
書
、
軍
書
、
緯
書
、
蒲
（
封
）
書
、
詔
書
が
あ
る
。
檄
類
に
は
、
檄
、
板
檄
、
合
檄
、
楊
檄
、
合
板
檄
、
尺
檄
が
あ
る
。



一
九

漢
代
地
方
の
文
書
逓
伝
と
郵
書
記
録

記
の
分
類
は
、
記
、
楊
記
、
府
記
、
置
記
が
あ
る
。
そ
の
他
に
は
、
函
・
篋
や
嚢
を
ふ
く
む
。
懸
泉
漢
簡
の
時
刻
は
、
多
く
が
郵
書
記
録

の
受
け
渡
し
に
み
え
て
い
る
。
懸
泉
漢
簡
で
は
三
十
二
の
時
称
が
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
時
称
が
郵
書
記
録
に
み
え
る
こ
と
か
ら
、
二
十
四

時
間
を
通
じ
て
逓
伝
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
、
懸
泉
置
と
駅
騎
、
亭
に
よ
っ
て
、
速
度
や
重
要
度
、
内

容
の
違
い
を
反
映
し
て
い
る
と
お
も
わ
れ
る
。
た
だ
し
郵
書
刺
、
過
書
刺
な
ど
の
標
題
や
、
郵
書
課
に
あ
た
る
記
録
は
、
こ
れ
ま
で
公
表

さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
れ
に
関
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
刻
み
を
も
つ
郵
書
の
記
録
で
あ
る
。
張
経
久
・
張
俊
民
「
敦
煌
漢
代
懸
泉
置
遺
址
出
土
的
『
騎

置
』
簡
」（『
敦
煌
学
輯
刊
』
二
〇
〇
八
年
二
期
）
で
は
、
Ａ
正
面
の
上
・
中
・
下
段
の
表
記
の
ほ
か
に
、
側
面
の
刻
み
に
書
か
れ
た
文
字

を
Ｂ
と
し
て
表
記
し
、
そ
れ
を
「
左
歯
半
字
」「
右
歯
半
字
」
と
説
明
し
て
い
る（

（2
（

。

　

20
入
上
書
一
封
車
師
己
校
伊
循
司
臣
強　

九
月
辛
亥
日
下
餔
時
臨
泉
譯
漢
受
平
望
馬
登　
　
　
　
　

Ａ

　
　
　
　

日
下
餔
時　
　
（
左
歯
半
字
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｂ　
　
　

Ⅴ
T1310③

:67 A
B

　

21
入
東
書
一
封
敦
煌
大
守
上　

陽
朔
二
年
七
月
壬
午
夜
食
時
臨
泉
驛
騎
薛
福
受
平
望
驛
騎
石
衆　
　

Ａ

　
　
　
　

壬
午
夜
食
時　
（
右
歯
半
字
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｂ　
　
　

Ⅴ
T1222②

:3 A
B

　

22
入
東
書
第
四
篋　

十
月
壬
戌
日
未
中
臨
泉
卒
軒
受
毋
窮
卒
材　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ａ

　
　
　
　

日
未
中
時　
　
（
右
歯
半
字
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｂ　
　
　

Ⅴ
T1310④

:31 A
B

　

23
入
東
書
第
二
篋　

十
月
壬
午
日
未
入
臨
泉
卒
軒
受
毋
窮
卒
時　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ａ

　
　
　
　

日
未
入　
　
　
（
右
歯
半
字
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｂ　
　
　

Ⅴ
T1311③

:33 A
B

　

24
出
西
書
第
一
篋
檄
一　

二
月
丁
巳
定
昏
時
臨
泉
卒
軒
付
毋
窮
卒
當　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ａ

　
　
　
　

定
昏
時　
　
　
（
右
歯
半
字
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｂ　
　
　

Ⅴ
T1210③

:100 A
B



二
〇

　

25
入
東
軍
書
一
封　

皁
繒
緯
完
平
望
候
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　

王
路
四
門　

始
建
國
二
年
九
月
戊
子
日
蚤
食
時
萬
年
亭
驛
騎
張
同
受
臨
泉
亭
長
陽
Ａ

　
　
　
　

戊
子
日
蚤
食
時（
左
歯
半
字
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｂ　
　
　

Ⅱ
T0115①

:59 A
B

　

26
東
第
一
封
橐
一
驛
馬
行　

西
介
封
書
張
史
印
十
二
月
廿
七
日
甲
子
晝
漏
上
水
十
五
刻
起
…
…
佐
高
佐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
初
元
年
十
二
月
廿
七
日
夜
參
下
餔
分
盡
時
縣
泉
驛
佐
吾
就
付
萬
年
驛
Ａ

　
　
　
　

十
二
月
廿
七
日
夜
參
下
餔
分
盡
時　
　
（
左
歯
半
字
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｂ　
　
　

D
X

F13C②
:10 A

B

　

27
入
東
軍
書
一
封
玉
門
都
尉
上　

建
平
三
年
四
月
己
未
夜
食
時
遮
要
廏
吏
並
受
甘
井
驛
蘇
利　
　
　

Ａ

　
　
　
　

夜
食
時　
　
　
（
右
歯
半
字
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｂ　
　
　

Ⅱ
T0214②

:239 A
B

　

28
入
東
軍
書
一
封
玉
門
都
尉
上　

建
平
三
年
四
月
癸
卯
定
昏
時
遮
要
驛
吏
並
受
甘
井
驛
音　
　
　
　

Ａ

　
　
　
　

定
昏
時　
　
　
（
右
歯
半
字
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｂ　
　
　

Ⅱ
T0214②

:266 A
B

　

29
入
東
軍
一
封
使
者
解
君
上　

建
平
三
年
閏
月
巳
癸
雞
中
鳴
時
遮
要
驛
吏
並
受
甘
井
驛
吏
音　
　
　

Ａ

　
　
　
　

中
鳴
時　
　
　
（
右
歯
半
字
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｂ　
　
　

Ⅱ
T0214②

:267 A
B

　

30
出
北
書
一
封
大
守
章
詣
都
尉
府　

七
月
壬
申
夜
食
時
甘
井
卒
充
付
鄣
門
卒
安　
　
　
　
　
　
　
　

Ａ

　
　
　
　

夜
食　
　
　
　
（
左
歯
半
字
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｂ　
　
　

Ⅴ
T1210③

:9 A
B

　

31
出
北
檄
一
大
守
章
詣
都
尉
府　

七
月
己
巳
平
旦
時
甘
井
卒
充
受
鄣
門
卒
忠　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ａ

　
　
　
　

平
旦　
　
　
　
（
右
歯
半
字
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｂ　
　
　

Ⅴ
T1210③

:10 A
B

　

32
出
西
書
四
封
函
一　

十
月
乙
巳
日
蚤
食
臨
泉
卒
軒
付
毋
窮
卒
材　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ａ

　
　
　
　

乙
巳
日
蚤
食
時（
右
歯
半
字
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｂ　
　
　

Ⅴ
T1210③

:84 A
B



二
一

漢
代
地
方
の
文
書
逓
伝
と
郵
書
記
録

　

33
出
西
書
第
四
篋　

七
月
癸
亥
日
蚤
時
臨
泉
卒
軒
付
毋
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ａ

　
　
　
　

日
蚤
食　
　
　
（
左
歯
半
字
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｂ　
　
　

Ⅴ
T1210③

:85 A
B

　
「
左
歯
半
字
」「
右
歯
半
字
」
と
は
、
側
面
の
刻
歯
の
中
に
文
字
が
書
か
れ
て
お
り
、
多
く
の
文
字
は
半
字
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
文
字

は
、
す
べ
て
正
面
の
時
間
と
一
致
し
て
お
り
、
①
時
称
だ
け
、
②
日
、
時
、
③
月
、
日
、
時
を
記
す
形
式
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
刻
歯
を

す
る
原
因
は
、
文
書
を
逓
伝
す
る
過
程
で
、
逓
伝
の
時
間
を
修
正
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
双
方
の
担
当
者
が
受
け
渡
し
の
手
続
き
を

し
た
あ
と
、
側
面
の
刻
み
の
中
に
相
互
の
受
け
渡
し
の
時
間
を
記
し
、
そ
れ
を
割
符
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
以
後
の
検
査
に
備
え
る
と

説
明
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
懸
泉
置
の
郵
書
記
録
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
形
式
で
あ
る
。

　
（
１
）
受
け
渡
し
記
録
：
「
Ａ
受
Ｂ
、
即
時
…
…
即
行
」「
Ａ
受
Ｂ
」「
Ａ
付
Ｂ
」

　

居
延
漢
簡
で
は
、「
Ａ
受
Ｂ
、
付
Ｃ
」「
Ａ
受
Ｂ
、
Ｃ
付
Ｄ
」
の
よ
う
に
複
数
の
受
け
渡
し
を
記
す
形
式
が
あ
っ
た
が
、
懸
泉
漢
簡
で

は
、
す
べ
て
一
箇
所
の
受
け
渡
し
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
刻
歯
が
あ
る
。
郵
書
の
内
容
は
、
上
書
、
軍
書
が
多
く
、
篋
・
函
・
橐
に
入

れ
た
文
書
が
あ
る
。
送
付
す
る
手
段
は
、
駅
騎
に
よ
る
も
の
が
多
い
。
こ
れ
は
刻
歯
を
も
つ
郵
書
が
、
重
要
で
急
ぐ
文
書
が
多
い
傾
向
を

示
し
て
い
る（

（2
（

。
こ
の
と
き
興
味
深
い
の
は
、
本
来
、
懸
泉
置
の
管
轄
で
保
存
す
る
も
の
で
は
な
い
郵
書
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
点
で
あ

る
。
た
と
え
ばⅡ

T0114②
:294

（
18
）
で
「
縣
泉
置
佐
─
（
受
）
─
広
至
廏
佐
」
と
あ
る
の
は
、
西
に
あ
る
效
穀
県
懸
泉
置
の
官
吏
が
、

東
隣
の
広
至
県
の
人
物
か
ら
受
け
取
っ
た
例
で
あ
る
。
ま
たD

X
F13 C①

:10

（
26
）
で
「
縣
泉
駅
佐
─
（
付
）
─
万
年
駅
」
と
あ
る
の

は
、
広
至
県
に
所
属
す
る
万
年
駅
に
渡
し
た
例
で
あ
る
。
し
か
しⅡ

T0115①
:59

（
25
）
に
「
万
年
亭
駅
騎
─
（
受
）
─
臨
泉
亭
長
」

と
あ
る
の
は
、
広
至
県
の
万
年
亭
駅
騎
が
、
懸
泉
置
の
管
轄
に
あ
る
臨
泉
亭
か
ら
受
け
取
っ
た
記
録
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
来
な
ら
、
広
至

県
の
万
年
亭
駅
騎
が
保
存
す
る
資
料
で
あ
る
。
し
か
し
郵
書
記
録
が
割
符
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
受
け
渡
し
の
双
方
が
記
録
を
持
っ
て

お
り
、
そ
の
一
つ
が
懸
泉
置
に
残
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
郵
書
の
記
録
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



二
二

　

こ
れ
ま
で
籾
山
明
「
刻
歯
簡
牘
初
探
」（
一
九
九
五
年
）
は
、
刻
み
を
も
つ
簡
牘
に
注
目
し
て
、（
一
）
符
、
刻
券
、（
二
）
出
入
銭
穀

衣
物
簡
、（
三
）
契
約
文
書
簡
と
い
う
形
式
分
類
を
こ
え
た
性
格
を
明
ら
か
に
し
て
い
る（

（2
（

。
し
か
し
こ
こ
で
は
居
延
漢
簡
に
は
み
え
な

か
っ
た
、（
四
）
郵
書
の
逓
伝
時
間
を
記
す
記
録
の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
刻
歯
簡
は
、
文
書
と
物
品
の
受
け
渡
し
や
、

相
互
の
確
認
を
す
る
際
に
、
広
く
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
張
俊
民
氏
は
、
つ
ぎ
の
資
料
を
あ
げ
て
い

る
。

　
　

遮
要
以
東
寫
傳
至
臨
泉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ａ

　
　

九
月
戊
午
、
郵
書
令
史
弦
告
遮
要
以
東
亭
長
、
間
者
郵
書
皆
不
中
程
、
諸

　
　

券
相
付
受
日
時
甚
毋
狀
。
自
今
以
來
使
界
上
置
函
刺
外
常
完
函
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｂ　
　
　

Ⅴ
T1310③

:135 A
B

　

こ
こ
で
は
県
の
郵
書
令
史
が
、
遮
要
よ
り
以
東
の
亭
長
に
告
げ
て
、
最
近
で
は
郵
書
の
記
録
が
規
定
の
時
間
を
満
た
し
て
い
な
い
こ
と

を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
と
き
互
い
に
付
受
す
る
郵
書
記
録
を
「
券
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
先
に
み
た
刻
歯
簡
の
よ
う
に
、
受
け
渡
し

の
記
録
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
後
文
は
欠
け
て
お
り
意
味
が
完
結
し
て
い
な
い
が
、
今
後
の
対
策
と
し
て
界
上
に
「
函
」
を
設
け
よ

う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
み
れ
ば
郵
書
を
受
け
渡
し
す
る
記
録
は
、
券
と
呼
ば
れ
、
冊
書
で
は
な
く
そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
た
可
能
性
が
あ

る
。
ま
た
文
書
逓
伝
と
郵
書
の
記
録
に
つ
い
て
も
、
刻
歯
簡
の
形
態
と
あ
わ
せ
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
機
能
が
理
解
で
き
る
。

　

ま
ず
一
に
、
郵
書
記
録
は
、
居
延
漢
簡
と
懸
泉
漢
簡
を
あ
わ
せ
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
区
分
と
な
る
。

　

１
一
箇
所
の
受
け
渡
し
記
録
：
「
Ａ
受
Ｂ
」「
Ａ
付
Ｂ
」「
Ａ
受
Ｂ
、
即
時
…
…
即
行
」「
Ａ
受
Ｂ
、
付
Ｃ
」「
以
来
、
…
…
行
」

　
　
　
「
以
来
、
…
…
付
」

　

２
複
数
箇
所
の
受
け
渡
し
記
録
：
「
Ａ
受
Ｂ
、
付
Ｃ
」「
Ａ
受
Ｂ
、
Ｃ
付
Ｄ
」

　

つ
ま
り
郵
書
の
記
録
に
は
、
懸
泉
漢
簡
の
よ
う
に
一
箇
所
の
受
け
渡
し
の
記
録
が
あ
り
、
こ
こ
に
双
方
が
持
つ
刻
歯
簡
（
割
符
）
の
形



二
三

漢
代
地
方
の
文
書
逓
伝
と
郵
書
記
録

態
と
、
刻
歯
の
な
い
木
簡
が
あ
る
。
こ
れ
は
実
物
の
記
録
で
あ
り
、
日
本
古
代
木
簡
に
通
じ
る
機
能
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
郵
書
記
録
の

実
物
が
、
效
穀
県
に
所
属
す
る
懸
泉
置
で
出
土
し
て
い
る
こ
と
は
、
県
以
下
の
組
織
で
も
記
録
を
保
存
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
複
数
箇
所
の
記
録
は
、「
Ａ
受
Ｂ
、
付
Ｃ
」
の
場
合
は
担
当
部
署
は
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
「
Ａ
受
Ｂ
、
Ｃ
付
Ｄ
」
の
場
合
は
、
複

数
の
受
け
渡
し
を
管
轄
す
る
組
織
で
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
候
官
の
下
部
に
あ
る
部
で
、
郵
書
の
記
録
を
留
め
て
お
り
、
そ
れ

を
合
わ
せ
た
形
式
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
れ
を
集
め
て
箱
な
ど
に
入
れ
、
そ
こ
に
楬
を
付
け
る
状
況
か
、
そ
れ
と
も
冊
書
に
す
る
の

か
は
不
明
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
紐
を
か
け
て
冊
書
に
す
る
時
に
空
白
を
意
識
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
、
一
つ
の
基
準
と
な
る
。
居
延
漢
簡
に
は

「
上　

下
」
と
記
し
た
木
簡
が
あ
る（

（2
（

。
こ
れ
は
紐
を
か
け
る
前
に
、
木
簡
を
三
分
す
る
紐
の
位
置
を
想
定
し
て
、
空
白
と
す
る
た
め
に
使

用
し
た
と
お
も
わ
れ
る
。
し
か
し
空
白
を
意
識
せ
ず
連
続
し
て
文
章
を
書
い
て
い
れ
ば
、
そ
れ
は
実
物
の
記
録
か
、
あ
と
で
文
字
の
上
に

紐
を
か
け
て
冊
書
と
す
る
形
態
、
あ
る
い
は
冊
書
で
は
な
い
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
基
準
に
よ
れ
ば
、
甲
渠
候
官
の
郵
書
記
録
に
は
冊
書

の
形
式
が
多
い
が
、
以
下
の
よ
う
な
形
式
も
あ
る
。

　

34

校
臨
木
郵
書
一
封　

十
一
月
己
未
夜
半
當
曲
卒
同
受
收
降
卒
嚴
下
餔
臨
木
卒
祿
付
誠

北
燧
卒
則

　
　
　

張
掖
居
延
都
尉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

203.2

　

35
入
北
第
二
橐
一
封　

居
延
丞
印
廿
六
日
寓
中
…
…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

EPT49:27

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弛
刑
唐
陽
行

　

36
入
北
第
一
橐
書
一
封　

居
延
丞
印
十
二
月
廿
六
日
日
食
一
分
受
武
彊
驛
卒
馮
斗
即

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弛
刑
張
東
行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

EPT49:28

　

37
正
月
廿
五
日
參
餔
時　

受
萬
年
驛
卒
徐
訟
合
二
封
武
彊
驛
佐
柃
愔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

EPT49:45 A



二
四

　
　

手
書
大
將
軍
檄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

EPT49:45B
　

こ
の
う
ち
34
は
、
甲
渠
候
官
に
所
属
す
る
当
曲
と
臨
木
の
受
け
渡
し
の
例
で
あ
る
。
一
見
す
る
と
冊
書
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、

「
下
餔
」「
臨
木
」
の
間
に
わ
ず
か
な
空
白
が
あ
り
、
編
綴
を
意
識
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
36
と
37
は
武
彊
駅
に
関
す
る
記
録
で
あ

り
、
空
白
は
み
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
甲
渠
候
官
で
は
、
一
方
で
郵
書
の
冊
書
を
保
有
す
る
と
同
時
に
、
甲
渠
候
官
に
関
す
る
郵
書
記

録
の
実
物
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
Ａ
27
査
科
爾
帖
（
烽
台
）
で
は
、128.2､130.8､552.3

＋552.4

の
よ
う
に
、
冊
書
の
空
白
を
意
識
し
な
い
郵
書
記
録
が
あ
る（

（2
（

。

　

38
入
南
書
五
封　

三
封
都
尉
印
一
詣
府
一
詣
□
□
大
守
府
六
月
九
日
責
戍
屬
行
謹
□
在
尉
所
詣
□
壽
掾
革

　
　
　
　
　
　
　
　

一
合
渠
甲
塞
尉
印
詣
會
水
塞
尉
六
月
十
一
日
起
一
□
史
候
史
印
詣
官
六
月
十
八
日
起

　
　
　
　
　
　
　
　

十
六
年
六
月
十
七
日
平
旦
時
橐
他
燧
長
萬
世
受
破
胡
弛
刑
孫
明　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

552.3

＋552.4

　

た
だ
し
烽
台
で
も
、
冊
書
を
意
識
し
た
郵
書
記
録
が
あ
る
。
た
と
え
ば
Ａ
22
布
肯
托
尼
の163.19

簡
は
、
冊
書
の
空
白
を
意
識
し
て
い

る
。
こ
れ
は
「
定
行
」
に
対
す
る
郵
書
逓
伝
の
時
間
を
整
理
し
て
い
る
が
、
烽
台
一
箇
所
の
受
け
渡
し
を
記
し
た
も
の
で
は
な
い
。

　

39
南
書
一
封
居
延
都
尉
章　

詣
張
掖
大
守
府　

九
月
辛
巳
日
入
誠

北
燧
卒
□
□
甲
渠
臨
木
燧
卒
有
人
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
月
卅
井
南
界
燧
卒
□
付
廣
地
北
界
燧
卒
明
北
界
□
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

誠

北
燧
卅
八
里
定
行
三
時
・
五
分
□
□
三
十　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

163.19

　

懸
泉
漢
簡
で
は
、
郵
書
刺
に
あ
た
る
木
簡
の
写
真
が
少
な
い
が
、Ⅱ

T0114②
:294

（
13
）
の
形
式
は
冊
書
で
は
な
く
、
連
続
し
て
書

写
す
る
形
態
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
甲
渠
候
官
で
は
、
冊
書
と
郵
書
記
録
（
実
物
）
の
形
態
が
あ
り
、
冊
書
の
資
料
が
多
い
。
部
と
燧

の
例
は
少
な
い
が
、
郵
書
記
録
の
ほ
う
が
多
い
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
懸
泉
置
で
は
実
物
の
郵
書
記
録
が
多
く
、
冊
書
の
形
態
は

公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
県
レ
ベ
ル
の
候
官
で
は
、
下
部
組
織
の
郵
書
記
録
を
冊
書
の
形
態
で
保
存
し
て
お
り
、
同
時
に
自
ら



二
五

漢
代
地
方
の
文
書
逓
伝
と
郵
書
記
録

が
管
轄
す
る
範
囲
の
郵
書
記
録
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
部
・
燧
や
懸
泉
置
の
よ
う
な
下
部
組
織
で
も
、
郵
書
記
録
を
保
存
し
て
い
た
と
予

想
さ
れ
る
。

　

二
に
、
永
田
英
正
氏
や
李
均
明
氏
が
示
す
よ
う
に
、
居
延
漢
簡
の
郵
書
記
録
は
、
部
や
燧
を
単
位
と
し
て
「
過
書
刺
」「
郵
書
刺
」
の

標
題
を
も
つ
簿
籍
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
候
官
へ
送
付
さ
れ
た
文
書
で
は
、
部
の
候
長
か
ら
「
郵
書
課
」
を
送
付
し
て
い
る
。
し
か
し
郵

書
課
と
い
わ
れ
る
資
料
は
、
管
轄
範
囲
を
示
し
た
「
Ａ
受
Ｂ
、
Ｃ
付
Ｄ
」
の
形
式
で
あ
り
、
単
独
の
部
で
は
作
成
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
。
そ
れ
は
藤
田
高
夫
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
候
官
に
所
属
す
る
複
数
の
部
を
記
し
た
時
間
差
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
複
数
の

受
け
渡
し
時
刻
の
差
を
記
す
木
簡
が
、
部
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
郵
書
課
と
同
じ
名
称
で
あ
る
か
は
、
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
。
た
だ

し
部
や
燧
で
は
、
候
官
に
簿
籍
を
送
付
す
る
と
き
に
、
送
付
の
文
書
を
控
え
て
い
た
と
す
れ
ば
、
県
の
下
部
組
織
に
も
記
録
が
残
る
こ
と

に
な
る
。
ま
た
「
郵
書
課
」
は
、
居
延
新
簡
で
は
先
端
に
穴
を
あ
け
た
幅
の
広
い
楬
が
あ
り
、
一
年
の
「
郵
書
駅
馬
課
」
と
い
う
標
題
が

あ
る
。
こ
れ
は
冊
書
に
つ
け
る
楬
よ
り
幅
が
広
く
、
複
数
の
「
郵
書
課
」
を
箱
な
ど
に
入
れ
て
保
管
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る（

（3
（

。

　

40

始
建
國
天
鳳
二
年
正
月
」
盡
十
二
月
郵
書
驛
馬
課　
　
　
　

EPF25:12 A

　
　

・
郵
書
驛
馬
課　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

EPF25:12 B

　

三
に
、
こ
の
よ
う
な
郵
書
記
録
を
も
と
に
、
逓
伝
時
間
に
つ
い
て
検
査
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
部
署
の
一
つ
は
候
官
で
あ
り
、

こ
れ
は
文
書
行
政
の
範
囲
で
あ
る
。
な
お
甲
渠
候
官
で
は
、「
郵
書
課
挙
」
の
命
令
を
下
し
た
不
侵
部
の
候
長
か
ら
の
回
答
が
あ
り
、「
過

書
刺
」
に
よ
っ
て
調
査
し
た
結
果
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
過
書
刺
」
や
「
郵
書
課
」
に
も
と
づ
く
調
査
と
報
告
で
あ
る
。

　

41
建
昭
四
年
四
月
辛
巳
朔
庚
戌
、
不
侵
候
長
齊
敢
言
之
。
官
移
府
所
移
郵
書
課
舉
曰
、
各
推
辟
部
中
牒
別
言
、
會
月
廿
七
日
。・
謹
推

　

辟
案
過
書
刺
、
正
月
乙
亥
人
定
七
分
不
侵
卒
武
受
萬
年
卒
蓋
、
夜
大
半
三
分
付
當
曲
卒
山
、
雞
鳴
五
分
付
居
延
收
降
亭
卒
世
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

EPT52:83



二
六

　

以
上
の
よ
う
に
、
県
に
所
属
す
る
懸
泉
置
や
、
県
レ
ベ
ル
の
候
官
に
所
属
す
る
部
と
燧
で
は
、
郵
書
記
録
の
実
物
と
、
郵
書
の
簿
籍
を

作
成
し
、
さ
ら
に
上
級
官
府
に
送
付
す
る
文
書
に
は
控
え
を
保
存
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
甲
渠
候
官
で
は
、
管
轄
の
部
署

か
ら
提
出
さ
れ
た
郵
書
の
簿
籍
を
保
存
す
る
と
と
も
に
、
管
轄
範
囲
の
郵
書
記
録
が
あ
る
。
そ
し
て
候
官
で
は
、
複
数
の
「
郵
書
課
」
を

保
管
し
、
必
要
に
応
じ
て
郵
書
失
期
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
居
延
漢
簡
と
懸
泉
漢
簡
に
み
え
る
機
能
は
、
文
書

行
政
の
一
部
と
な
る
公
文
書
だ
け
で
は
な
く
、
情
報
処
理
の
控
え
と
、
実
物
の
記
録
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
郵
書
記

録
と
行
政
文
書
の
関
係
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

　
　
〔
行
政
文
書
〕　

　

懸
泉
置
　

　
〔
行
政
文
書
〕
未
開
封
、
冊
書
の
本
体

　
　
　

Ⅰ
郵
書
記
録
１
〔
受
け
渡
し
記
録
〕
実
務
の
記
録
（
刻
歯
簡
を
ふ
く
む
）　　
　

 

⇒
木
簡
の
機
能

　
　
　

Ⅰ
郵
書
記
録
２
〔
整
理
し
た
記
録
〕
記
録
の
保
存
、
簿
籍
の
作
成　
　
　
　
　
　

⇒
木
簡
、
紙
の
機
能

　
　
　

Ⅰ
郵
書
記
録
３
〔
抄
本
、
副
本
〕
発
信
・
受
信
す
る
情
報
処
理
の
控
え　
　
　
　

⇒
木
簡
、
紙
の
機
能

　
　
　
　

行
政
文
書
〔
宛
名
と
差
出
人
を
記
し
た
文も

ん

書じ
ょ

〕
郵
書
課
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク　
　

⇒
紙
文
書
の
機
能

　

お　

わ　

り　

に

　

こ
れ
ま
で
日
本
の
中
国
簡
牘
研
究
は
、
歴
史
学
で
は
法
制
史
と
文
書
行
政
が
主
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
思
想
史
で
は
古
墓
の
典
籍
を
中
心

と
し
て
い
た
。
ま
た
歴
史
学
で
は
、
秦
律
や
漢
律
を
の
ぞ
い
て
、
古
墓
の
書
籍
に
あ
ま
り
注
目
し
て
い
な
い
が
、
中
国
簡
牘
は
『
史
記
』

の
よ
う
な
歴
史
書
の
素
材
と
関
連
す
る
こ
と
か
ら
、
古
墓
の
資
料
や
書
籍
も
歴
史
の
資
料
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の

行
政
文
書
や
書
籍
は
、
後
世
の
紙
文
書
や
典
籍
に
あ
た
る
機
能
を
も
っ
て
お
り
、
日
本
古
代
木
簡
と
の
接
点
が
少
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。



二
七

漢
代
地
方
の
文
書
逓
伝
と
郵
書
記
録

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
日
本
古
代
の
文
書
木
簡
と
関
連
す
る
中
国
簡
牘
の
機
能
で
あ
る
。

　

秦
漢
時
代
の
地
方
官
府
（
県
レ
ベ
ル
）
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
そ
こ
に
関
係
す
る
簡
牘
は
、
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
る
。（
１
）
は
、
行

政
文
書
（
冊
書
の
本
体
）
や
書
籍
（
竹
簡
・
帛
書
）
の
よ
う
に
、
後
世
に
紙
に
変
わ
る
簡
牘
で
あ
る
。（
２
）
は
、
基
本
的
に
木
簡
の
機

能
を
も
つ
簡
牘
で
あ
る
。（
２
）
の
簡
牘
は
、
さ
ら
に
日
本
古
代
木
簡
と
対
比
さ
せ
て
、
Ⅰ
情
報
処
理
の
控
え
、
実
務
の
記
録
、
Ⅱ
付
札
、

Ⅲ
そ
の
他
に
分
類
で
き
る
。
ま
た
（
３
）
交
通
に
関
す
る
簡
牘
も
、
人
々
が
携
帯
す
る
文
字
資
料
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
中
国
の
簡
牘

は
、
紙
と
木
簡
を
併
用
す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
二
つ
の
要
素
が
み
え
て
お
り
、
そ
の
用
途
を
使
い
分
け
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
（
１
）

の
内
容
が
紙
に
書
写
さ
れ
る
よ
う
に
変
化
す
る
と
し
て
も
、（
２
）（
３
）
の
簡
牘
の
用
途
は
、
あ
ま
り
変
化
せ
ず
に
継
承
さ
れ
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
文
書
伝
達
と
情
報
処
理
に
み
え
る
簡
牘
の
う
ち
、
と
く
に
行
政
文
書
を
逓
伝
す
る
郵
書
記
録
と
、
簿
籍
の
記

録
、
報
告
文
書
の
処
理
と
控
え
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
中
国
簡
牘
の
機
能
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
簡
牘
研
究
で
は
、
実
務
の
記
録
を
簿
籍
の
一
部
と

み
な
し
、
簿
籍
（
冊
書
）
と
送
付
す
る
文
書
（
冊
書
の
本
体
）
を
、
文
書
行
政
の
な
か
で
理
解
し
よ
う
と
し
て
き
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
居

延
漢
簡
の
少
数
の
行
政
文
書
だ
け
で
は
な
く
、
簿
籍
を
ふ
く
む
大
量
の
簡
牘
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
意
義
は
大
き
い
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な

「
古
文
書
学
」
の
方
面
を
強
調
す
る
と
、
日
本
古
代
木
簡
に
み
え
る
機
能
と
の
接
点
が
少
な
く
な
る
。
そ
の
理
由
は
、
行
政
文
書
で
あ
れ
、

簿
籍
を
送
る
上
申
文
書
で
あ
れ
、
そ
れ
ら
は
共
に
後
世
の
紙
文
書
の
形
態
に
あ
た
る
か
ら
で
あ
る
。
遺
跡
か
ら
多
く
出
土
す
る
の
は
、
実

務
の
記
録
と
、
実
務
記
録
の
保
存
、
簿
籍
（
冊
書
）
の
記
録
、
発
信
・
受
信
す
る
情
報
処
理
の
控
え
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
日
本
古
代
の
文

書
木
簡
に
関
連
す
る
機
能
を
も
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
中
国
古
代
で
は
、
将
来
は
紙
で
処
理
さ
れ
る
文
書
と
簿
籍
の
「
古
文
書
学
」
の
要
素

と
同
時
に
、
木
簡
の
記
録
に
あ
た
る
簡
牘
が
並
存
し
て
、
文
書
行
政
と
実
務
の
運
営
を
実
施
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
東
ア
ジ

ア
の
出
土
資
料
を
共
通
し
て
理
解
す
る
た
め
に
は
、
宛
名
を
も
つ
文
書
（
も
ん
じ
ょ
）
で
は
な
く
、
む
し
ろ
保
存
す
る
実
務
の
記
録
と
、



二
八

情
報
処
理
の
控
え
と
な
る
簡
牘
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
そ
れ
と
同
時
に
、
情
報
処
理
と
記
録
の
簡
牘
は
、
文
献
史
料
に
は
み
え
な
い
地
方
官

府
の
運
営
と
、
地
域
社
会
の
実
態
を
知
る
資
料
で
も
あ
る
。
こ
れ
が
情
報
伝
達
の
視
点
か
ら
み
え
て
く
る
簡
牘
の
機
能
に
関
す
る
特
徴
で

あ
る
。
そ
れ
は
同
じ
よ
う
な
書
式
と
内
容
を
も
つ
よ
う
に
み
え
な
が
ら
、
実
務
の
記
録
や
、
情
報
処
理
の
控
え
、
送
付
さ
れ
る
冊
書
の
文

書
と
い
う
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
簡
牘
に
書
写
さ
れ
て
、
地
方
の
実
務
を
運
営
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
簡
牘
の
形
態
と
機

能
に
つ
い
て
、
そ
の
運
用
面
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
漢
代
地
方
社
会
の
実
態
を
理
解
し
、
簡
牘
の
特
質
を
比
較
す
る
こ
と
に
結
び
つ

く
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
文
書
逓
伝
と
同
じ
よ
う
に
、
懸
泉
置
が
受
信
、
発
信
し
た
文
書
に
つ
い
て
も
、
公
文
書
の
本
体
や
、
情
報
処
理
の
控
え
、
実

務
の
記
録
を
作
成
す
る
手
順
を
分
析
し
、
簡
牘
の
機
能
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る（

（3
（

。
ま
た
冊
書
の
文
書
だ
け
で
は
な
く
、
檄
に
よ
る
情

報
伝
達
や
、
扁
書
の
形
態
に
よ
る
掲
示
な
ど
は
、
そ
の
機
能
を
詳
し
く
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
文
書
伝
達
と
情
報
処
理
の

事
例
に
よ
っ
て
、
漢
代
地
方
官
府
の
運
営
と
情
報
技
術
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
韓
国
や
日
本
古
代
の
木
簡
と
比
較
す
る
視
点
が
得
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
　

注

（
１
）　

日
中
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
池
田
温
「
中
国
に
お
け
る
簡
牘
研
究
の
位
相
」（『
木
簡
研
究
』
三
、
一
九
八
一
年
）、
木
簡
学
会
編
『
日
本
古
代
木
簡
集
成
』

総
説
（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
）、
籾
山
明
「『
中
国
簡
牘
研
究
の
現
状
』
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
私
見
」（『
木
簡
研
究
』
二
七
、
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
に

指
摘
が
あ
る
。

（
２
）　

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
は
、『
資
料
学
の
方
法
を
探
る
』
五
～
一
〇
（
愛
媛
大
学
、
二
〇
〇
六
年
～
二
〇
一
一
年
）
の
各
論
文
や
、
藤
田
勝
久
・
松



二
九

漢
代
地
方
の
文
書
逓
伝
と
郵
書
記
録

原
弘
宣
編
『
古
代
東
ア
ジ
ア
の
情
報
伝
達
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）、
同
編
『
東
ア
ジ
ア
出
土
資
料
と
情
報
伝
達
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
一
年
）
な

ど
が
あ
る
。

（
３
）　

拙
著
『
中
国
古
代
国
家
と
社
会
シ
ス
テ
ム
－
長
江
流
域
出
土
資
料
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）、
拙
稿
「
中
国
古
代
の
文
書
伝
達
と
情
報
処

理
」（
前
掲
『
東
ア
ジ
ア
出
土
資
料
と
情
報
伝
達
』）、
同
「
中
国
簡
牘
に
み
え
る
文
書
伝
達
と
交
通
─
東
ア
ジ
ア
資
料
学
の
基
礎
と
し
て
」（『
資
料
学
の
方

法
を
探
る
』
一
〇
、
二
〇
一
一
年
）
な
ど
。
拙
稿
「
中
国
古
代
の
簡
牘
と
記
録
─
日
本
古
代
木
簡
と
の
比
較
」（『
資
料
学
の
方
法
を
探
る
』
八
、
二
〇
〇
九

年
）、
同
「
中
国
古
代
的
竹
簡
和
記
録
簡
─
古
代
木
簡
研
究
的
一
個
視
角
」（
権
仁
瀚
、
金
慶
浩
、
李
承
律
編
『
東
亜
資
料
学
的
可
能
性
探
索
』
広
西
師
範

大
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
で
は
、
里
耶
秦
簡
に
み
え
る
文
書
伝
達
と
情
報
処
理
を
す
る
木
牘
（
日
本
古
代
の
文
書
木
簡
）
や
、
楬
（
付
札
）、
検
・
封

検
な
ど
の
木
簡
・
木
牘
の
例
を
示
し
た
。
漢
簡
の
調
査
は
、
拙
稿
「
漢
代
西
北
の
交
通
と
懸
泉
置
」（『
資
料
学
の
方
法
を
探
る
』
八
、
二
〇
〇
九
年
）、
同

「
居
延
漢
簡
の
調
査
と
考
察
ノ
ー
ト
」（『
資
料
学
の
方
法
を
探
る
』
九
、二
〇
一
〇
年
）、
同
「
漢
代
簡
牘
的
文
書
処
理
与
“
発
”」（「
漢
帝
国
的
制
度
與
社
会

秩
序
」
国
際
学
術
会
議
提
出
論
文
、
香
港
中
文
大
学
、
二
〇
一
〇
年
）
で
紹
介
し
て
い
る
。

（
４
）
　　

こ
の
ほ
か
日
本
で
は
、
大
庭
脩
『
木
片
に
残
っ
た
文
字
─
大
庭
脩
遺
稿
集
』（
桐
原
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）、
冨
谷
至
『
木
簡
・
竹
簡
の
語
る
中
国
古
代
』

（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
同
、『
文
書
行
政
の
漢
帝
国
─
木
簡
・
竹
簡
の
時
代
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
多
く
の
研
究
と
紹
介
が

あ
る
。
考
古
発
掘
で
は
、
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
編
『
新
中
国
的
考
古
収
穫
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
六
二
年
）、
文
物
編
集
委
員
会
編
『
中
国
考
古
工
作

三
十
年
一
九
四
九
─
一
九
七
九
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
七
九
年
。
関
野
雄
監
訳
『
中
国
考
古
学
三
十
年
』
平
凡
社
、
一
九
八
一
年
）、
中
国
科
学
院
考
古
研

究
所
編
『
新
中
国
的
考
古
発
現
和
研
究
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
八
四
年
、
関
野
雄
監
訳
『
新
中
国
の
考
古
学
』
平
凡
社
、
一
九
八
八
年
）、
文
物
編
集
委
員

会
編
『
文
物
考
古
工
作
十
年
一
九
七
九
─
一
九
八
九
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）、
文
物
出
版
社
編
輯
部
編
『
新
中
国
考
古
五
十
年
』（
文
物
出
版
社
、

一
九
九
九
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
５
））
　　

陳
文
豪
「
簡
帛
学
理
論
建
構
省
思
挙
隅
」（『
中
国
出
土
資
料
研
究
』
一
四
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
。

（
６
）	

ま
た
大
庭
脩
『
大
英
図
書
館
蔵　

敦
煌
漢
簡
』
概
説
（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
〇
年
）、
同
『
漢
簡
研
究
』（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
二
年
）
が
あ
り
、

一
九
九
二
年
に
は
居
延
新
簡
の
一
部
が
公
表
さ
れ
た
時
期
に
、
関
西
大
学
で
簡
牘
を
発
掘
さ
れ
た
研
究
者
を
集
め
て
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、

一
九
九
四
年
に
は
懸
泉
漢
簡
な
ど
の
実
物
を
、
い
ち
早
く
日
本
で
展
示
し
て
い
る
。
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
・
大
庭
脩
編
輯
『
漢
簡
研
究
国
際
シ
ン
ポ



三
〇

ジ
ウ
ム
'92
報
告
書
・
漢
簡
研
究
の
現
状
と
展
望
』（
関
西
大
学
出
版
部
、
一
九
九
三
年
）、『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
ま
も
り
─
そ
の
埋
も
れ
た
記
録
』（
大
阪
府
立

近
つ
飛
鳥
博
物
館
、
一
九
九
四
年
）。

（
７
）	
森
鹿
三
『
東
洋
学
研
究　

居
延
漢
簡
篇
』（
同
朋
舎
、
一
九
七
五
年
）、
邁
克
爾
・
魯
惟
一
（M

ichael Loew
e

）『
漢
代
行
政
記
録
』（
一
九
六
七
年
、
広

西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
８
）　

大
庭
脩
『
漢
簡
研
究
』
第
六
章
「
文
書
簡
の
署
名
と
副
署
名
論
」（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
二
年
）。

（
９
）　

前
掲
『
日
本
古
代
木
簡
集
成
』
総
説
、
朝
鮮
文
化
研
究
所
編
『
韓
国
出
土
木
簡
の
世
界
』（
雄
山
閣
、
二
〇
〇
七
年
）
な
ど
。
ま
た
平
川
南
『
古
代
地

方
木
簡
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）、
平
川
南
・
沖
森
卓
也
・
栄
原
永
遠
男
・
山
中
章
編
『
文
字
と
古
代
日
本
』
全
五
巻
、（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
四
～
二
〇
〇
六
年
）
が
あ
る
。

（
10
）　

拙
著
前
掲
『
中
国
古
代
国
家
と
社
会
シ
ス
テ
ム
』
序
章
「
中
国
出
土
資
料
と
古
代
社
会
」、
終
章
「
中
国
古
代
の
社
会
と
情
報
伝
達
」。

（
11
）	

拙
著
『
史
記
戦
国
史
料
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年
）、
同
『《
史
記
》
戦
国
史
料
研
究
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八

年
）、
同
『
史
記
戦
国
列
伝
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
一
年
）、
拙
稿
「《
史
記
》
の
成
立
と
史
学
」（『
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集
』
人
文
学
科
編

三
〇
、
二
〇
一
一
年
）。

（
12
）　

木
簡
か
ら
紙
へ
の
変
化
は
多
く
の
研
究
が
ふ
れ
て
お
り
、
文
書
学
で
は
石
上
英
一
『
日
本
古
代
史
料
学
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年
）、
加
藤
友

康
「
古
代
文
書
に
み
え
る
情
報
伝
達
」（
前
掲
『
古
代
東
ア
ジ
ア
の
情
報
伝
達
』）
な
ど
が
あ
る
。

（
13
）　

紙
と
併
用
時
代
の
木
簡
に
つ
い
て
は
、
池
田
前
掲
「
中
国
に
お
け
る
簡
牘
研
究
の
位
相
」
や
、
冨
谷
至
「
３
世
紀
か
ら
４
世
紀
に
か
け
て
の
書
写
材
料
の

変
遷
」（
冨
谷
至
編
『
流
沙
出
土
の
文
字
資
料
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
簡
牘
の
ほ
か
、
中
国
の
器
物
銘
文
は
日
本

古
代
の
墨
書
土
器
な
ど
に
関
連
し
、
東
ア
ジ
ア
で
は
石
刻
の
用
途
が
共
通
し
て
い
る
。

（
14
）　

懸
泉
置
の
遺
跡
は
、
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
「
甘
粛
敦
煌
漢
代
懸
泉
置
遺
址
発
掘
簡
報
」（『
文
物
』
二
〇
〇
〇
年
五
期
）、
柴
生
芳
、
藤
井
律
之
訳

「
敦
煌
漢
晋
懸
泉
遺
址
」（
冨
谷
至
編
『
辺
境
出
土
木
簡
の
研
究
』
朋
友
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）、
宮
宅
潔
「
懸
泉
置
と
そ
の
周
辺
─
敦
煌
～
安
西
間
の
歴
史

地
理
」（『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
学
研
究
』
二
二
、
二
〇
〇
五
年
）、
拙
稿
前
掲
「
漢
代
西
北
の
交
通
と
懸
泉
置
」
な
ど
に
紹
介
が
あ
る
。

（
15
）　

大
庭
脩
「
檄
書
の
復
原
」（
前
掲
『
漢
簡
研
究
』）、
角
谷
常
子
「
簡
牘
の
形
状
に
お
け
る
意
味
」（
冨
谷
至
編
『
辺
境
出
土
木
簡
の
研
究
』
朋
友
書
店
、



三
一

漢
代
地
方
の
文
書
逓
伝
と
郵
書
記
録

二
〇
〇
三
年
）、
冨
谷
前
掲
『
文
書
行
政
の
漢
帝
国
』
第
Ⅰ
編
第
三
章
「
檄
書
攷
」、
馬
怡
「
扁
書
試
探
」（
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
主
辨
『
簡
帛
』
第
一

輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
。

（
16
）　

永
田
英
正
『
居
延
漢
簡
の
研
究
』（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
九
年
）。
郵
書
の
逓
伝
に
つ
い
て
は
、
陳
夢
家
「
漢
簡
考
述
」
第
二
篇
「
郵
程
表
与
候
官
所

在
」（『
漢
簡
綴
述
』
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
）
が
あ
る
。
居
延
漢
簡
の
釈
文
は
、
謝
桂
華
・
李
均
明
・
朱
国
炤
『
居
延
漢
簡
釈
文
合
校
』
上
下
（
文
物
出

版
社
、
一
九
八
七
年
）、
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
、
甘
粛
省
博
物
館
、
中
国
文
物
研
究
所
、
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
編
『
居
延
新
簡
』
甲
渠
候
官
、

上
下
（
中
華
書
局
、
一
九
九
四
年
）
に
よ
る
。

（
17
）　

永
田
英
正
「
簡
牘
の
古
文
書
学
」（『
近
江
歴
史･

考
古
論
集
』
滋
賀
大
学
教
育
学
部
歴
史
学
研
究
室
、
一
九
九
六
年
）。

（
18
）　

李
均
明
『
秦
漢
簡
牘
文
書
分
類
輯
解
』
録
課
類
（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
19
）　

藤
田
高
夫
「
漢
代
西
北
辺
境
の
文
書
伝
達
」（
前
掲
『
古
代
東
ア
ジ
ア
の
情
報
伝
達
』）。

（
20
）　

鵜
飼
昌
男
「
居
延
漢
簡
に
み
え
る
文
書
の
逓
伝
に
つ
い
て
」（『
史
泉
』
六
〇
、
一
九
八
四
年
）。

（
21
）　

文
書
伝
達
の
規
定
は
、
睡
虎
地
秦
簡
『
秦
律
十
八
種
』
の
「
行
書
律
」
や
、
張
家
山
漢
簡
『
二
年
律
令
』
の
「
行
書
律
」
に
み
え
る
。

（
22
）　

懸
泉
漢
簡
の
釈
文
は
、
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
「
敦
煌
懸
泉
漢
簡
内
容
概
述
」「
敦
煌
懸
泉
漢
簡
釈
文
選
」（『
文
物
』
二
〇
〇
〇
年
五
期
）、
胡
平
生
・

張
徳
芳
編
撰
『
敦
煌
懸
泉
漢
簡
釈
粋
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
が
基
本
で
あ
る
が
、
前
掲
『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
ま
も
り
』、
郝
樹
聲
・
張
徳
芳

『
懸
泉
漢
簡
研
究
』（
甘
肅
文
化
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
や
張
俊
民
氏
な
ど
の
論
文
に
引
用
さ
れ
た
資
料
が
あ
る
。
懸
泉
置
と
文
書
伝
達
に
つ
い
て
は
、
エ

ノ
・
ギ
ー
レ
「『
郵
』
制
攷
」（『
東
洋
史
研
究
』
六
三
─
二
、
二
〇
〇
四
年
）、
鷹
取
祐
司
「
秦
漢
時
代
の
文
書
伝
送
方
式
─
以
郵
行
・
以
県
次
伝
・
以
亭
行
」

（『
立
命
館
文
学
』
六
一
九
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
の
考
察
が
あ
る
。

（
23
）　

畑
野
吉
則
「
敦
煌
懸
泉
漢
簡
の
郵
書
記
録
簡
」（『
資
料
学
の
方
法
を
探
る
』
一
〇
、
二
〇
一
一
年
）。

（
24
）　

エ
ノ
・
ギ
ー
レ
前
掲
「『
郵
』
制
攷
」。

（
25
）　

張
経
久
・
張
俊
民
「
敦
煌
漢
代
懸
泉
置
遺
址
出
土
的
『
騎
置
』
簡
」（『
敦
煌
学
輯
刊
』
二
〇
〇
八
年
二
期
）。

（
26
）　
『
史
記
』
巻
一
二
二
酷
吏
列
伝
で
は
、
武
帝
期
に
王
温
舒
が
河
内
郡
の
太
守
と
な
っ
た
と
き
、
私
馬
五
〇
匹
を
駅
に
備
え
、
裁
判
に
関
す
る
上
書
を
長
安

ま
で
早
く
送
っ
て
裁
可
を
得
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。



三
二

　
　
　
　

令
郡
具
私
馬
五
十
匹
、
為
驛
自
河
内
至
長
安
、
部
吏
如
居
廣
平
時
方
略
、
捕
郡
中
豪
猾
、
郡
中
豪
猾
相
連
坐
千
餘
家
。
上
書
請
、
大
者
至
族
、
小
者
乃

死
、
家
盡
沒
入
償
臧
。
奏
行
不
過
二
三
日
、
得
可
事
。
論
報
、
至
流
血
十
餘
里
。
河
内
皆
怪
其
奏
、
以
為
神
速
。

（
27
）　

籾
山
明
「
刻
歯
簡
牘
初
探
」（『
木
簡
研
究
』
一
七
、
一
九
九
五
年
）。
割
符
と
な
る
券
書
に
は
、
胡
平
生
「
木
簡
出
入
取
予
券
書
制
度
考
」（『
胡
平
生
簡

牘
文
物
論
集
』
蘭
台
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
が
あ
る
。

（
28
）　
「
上
下
」
の
用
法
に
は
、
邢
義
田
「
漢
代
簡
牘
的
堆
積
・
重
量
和
使
用
─
以
中
研
院
史
語
所
蔵
居
延
漢
簡
為
例
」（『
地
不
愛
宝
：
漢
代
的
簡
牘
』
中
華
書

局
、
二
〇
一
一
年
）、
拙
稿
前
掲
「
居
延
漢
簡
の
調
査
と
考
察
ノ
ー
ト
」
が
あ
る
。

（
29
）　

写
真
は
、
労
榦
編
『
居
延
漢
簡
』
図
版
之
部
（
一
九
五
七
、
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
一
九
七
七
年
再
版
）、
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所

『
居
延
漢
簡
甲
乙
編
』
上
編
（
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
）
に
み
え
る
。
ま
た
歴
史
語
言
研
究
所
の
実
見
で
は
、128.2

の
側
面
下
部
に
「
三
」「
二
七
」
の

半
字
が
み
え
る
が
、
割
符
で
あ
る
か
は
確
認
で
き
な
い
。130.8

で
は
、
側
面
上
部
に
粗
い
切
り
目
の
欠
け
た
部
分
が
あ
る
が
、
刻
歯
か
は
不
明
で
あ
る
。

　
　
　
　

入
南
書
二
封　

居
延
都
尉
九
年
十
二
月
廿
七
日
廿
八
日
起
詣
府
封
完

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
元
十
年
正
月
五
日
蚤
食
時
狐
受
孫
昌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

128.2

　
　
　
　

入
南
書
二
封  

皆
居
延
都
尉
章
九
月
十
日
癸
亥
起
一
詣
敦
煌
一
詣
張
掖
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郵
行
永
元
元
年
九
月
十
四
日
夜
半
椽
受
路
伯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

130.8

（
30
）　

拙
著
『
中
国
古
代
国
家
と
社
会
シ
ス
テ
ム
』
第
七
章
「
里
耶
秦
簡
の
記
録
と
実
務
資
料
」。

（
31
）　

拙
稿
前
掲
「
居
延
漢
簡
の
調
査
と
考
察
ノ
ー
ト
」、
同
「
漢
代
簡
牘
的
文
書
処
理
与
“
発
”」。

　
〔
付
記
〕

　

本
稿
は
、
二
〇
一
一
年
五
月
に
韓
国
忠
北
大
学
校
で
開
催
さ
れ
た
国
際
学
術
研
討
会
「
出
土
簡
帛
与
古
代
中
国
」
の
報
告
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
林
炳

徳
、
金
慶
浩
先
生
を
は
じ
め
、
参
加
さ
れ
た
中
国
と
韓
国
、
日
本
の
研
究
者
と
大
学
院
生
か
ら
、
啓
発
と
教
示
を
得
た
こ
と
を
感
謝
し
た
い
。
ま
た
六
月
に
は
、

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
の
邢
義
田
先
生
の
お
世
話
で
、
居
延
漢
簡
の
郵
書
記
録
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。


